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巻頭図版 1

1 浅回市鴨方町本庄地区を望む (北上空から)

竹林寺天文台遺跡全景 (東上空から)



巻頭図版 2

小田郡矢掛町南山田地区を望む (南上空から)
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2 弥生時代の遺構全景 (西上空から)
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1 竪穴住居 1(南から)
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2 竪穴住居 2(北西から)
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浅国市は、岡山県の南西部、続日本紀にも記されている元浅口郡の西端部 (正確に

は笠岡市大島と里庄町が西端)に位置し、平成18年 3月 21日 、金光・鴨方・寄島の 3

町が合併して誕生しました。南は、瀬戸内海国定公園の一角で、神功皇后の伝説に彩

られた寄島の海岸線、北は山岳仏教の名残を留める邊照山、峰続 きに陰陽師安倍晴明

縁の阿部山、その間に現代の星の観測所である国立天文台岡山天体物理観測所のある

竹林寺山等を擁する邁照山山系の山並み、中央南寄 りを西から東へ里見川が流れ、そ

れに沿って山陽本線と国道 2号、そのやや北に旧鴨方往来と、自然が豊かで歴史的文

化的魅力に富んだ浅国市です。

浅国市教育委員会では各種開発事業に先立って発掘調査を行い、文化財の保護と活

用に努めているところです。

本報告書は、浅国市が大学共同利用機関法人自然科学研究機構から委託を受けて、

平成20年度に実施した国立天文台新観測施設建設予定地内の竹林寺天文台遺跡の発掘

調査成果をまとめたものです。発掘調査の結果、太古の先人たちが弥生時代から中世

にかけて生活を営んだ集落であることが明らかになりました。特に弥生時代について

は、標高340mの地点で竪穴住居や掘立柱建物、多種多様な遺物が見つか り、瀬戸内

海沿岸地域の高地性集落を考える上で貴重な資料と言えます。

この報告書が今後の文化財の保護・保存とともに学術研究、郷土の歴史研究の資料、

また地区住民の心の糧として活用されることを願っております。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の作成まで、諸々のご指導・ご支援を

賜 りました岡山県教育庁文化財課 0岡山県古代吉備文化財センターをはじめとする関

係各位と猛暑の中にも誠心誠意発掘調査に従事 してくださった皆様に、衷心より御礼

申し上げます。

浅国市教育委員会

教育 長  工 藤  進

平成 21年 3月



伊』 言

1 本書は、国立天文台岡山新観測所建設に伴い、大学共同利用機関法人自然科学研究機構と浅口市

の委託契約に基づき、浅国市教育委員会が平成20年度に発掘調査を実施した、竹林寺天文台遺跡の

発掘調査報告書である。

2 竹林寺天文台遺跡は岡山県浅国市鴨方町本庄3037-5お よび小田郡矢推卜町南山田2808-27に 所在す

る。

3 試掘調査は平成17年度に岡山県古代吉備文化財センターが実施し、本発掘調査は平成20年度に浅

国市教育委員会が行った。調査は水田貴士、三浦孝章、藤原範子の3名が担当し、調査面積は700ボ

である。

4 発掘調査および報告書作成にあたっては、各氏から、終始有益な御指導と御助言をいただいた。

記して感謝の意を表する次第である。

浅倉秀昭 荒木幸治 安東康広 石田篤成 宇垣匡雅 氏平昭員1 大橋雅也 岡田 博

岡本泰典 尾上元規 河合 忍 小嶋善邦 澤田秀実 島崎 東 白石 純 鈴木力郎

高田恭一郎 高田知樹 高橋進一 内藤善史 中野雅美 西野 望 信里芳紀 平井典子

平井泰男 福田正継 間壁忠彦 正木茂樹 光永真一 森岡秀人 山田浩史 米澤誠介

米田克彦 和田 剛 渡邊恵里子

岡山県教育庁文化財課 岡山県古代吉備文化財センター 矢掛町教育委員会

国立大学法人岡山大学

5 本書の作成は平成20年度に実施し、水田、三浦、藤原が担当した。

6 出土遺物の鑑定 `分析については、次の諸氏・機関に依頼し有益な教示を得た。また分析結果の

一部については報告文をいただき、本書付載に収録した。記して感謝
・の意を表する。

石器の石材鑑定      鈴木茂之 (岡山大学大学院自然科学研究科 )

炭化材          古環境研究所

7 本報告書の執筆は、水田貴士、三浦孝章、光永真一が分担して行い、全体の編集は水田が行った。

8 本報告書に関連する出土遺物および図面・写真類は、浅国市教育委員会 (岡山県浅国市鴨方町鴨
方2244-2)に 保管している。



凡 例

1 本書に用いた高度値は海抜高であり、方位は平面直角座標V系の座標北である。報告書抄録に記

載した経緯度は、世界測地系に準拠している。

2 遺構および遺物の挿図縮尺は図中に示したが、おおむね次のとおり統一している。

<遺構>  竪穴住居 :1/80 掘立柱建物 :1/60 土渡 :1/30、 1/40 溝 :1/30 柱穴 :1/30

<遺物>  土器 :1/4  瓦 :1/6  石器 :1/2、 1/3、 1/6  鉄器 :1/2  土製品 :1/3

遺構全体図に示した遺構略称は、次のとおりである。

住 :竪穴住居  建 :掘立柱建物  墓 :土墳墓  土 :土壌 柱 :柱穴

4 遺構番号は、遺跡ごとに通し番号とし、

号を付して別番号とした。

石器・石製品 :S  金属製品 :M

土器以外についてはその材質等により番号の前に次の略

土製品 :C

5 土層断面および土器観察表における色調は、『新版標準土色帳』(農林水産省農林水産技術会議事

務局監修・(財 )日本色彩研究所色票監修)に よっている。

6 本報告書に掲載した写真・地図のうち、第 2図は国土交通省国土地理院発行の 1/25,000地形図「笠

岡」「矢掛」を複製・加筆したものである。また巻頭図版 1-1・ 第 5図は国立天文台岡山天体物理

観測所の提供による。

7 本報告に用いた遺構・遺物の時期区分については、一般的な政治区分に準拠したが、古墳時代は

7世紀前半まで、古代は 7世紀後半から12世紀中頃まで、中世は12世紀後半から16世紀中頃を指し

ている。

8 本報告書に掲載した遺構・遺物図においては、遺構断面図の地山、基盤層・石器・土・金属器の

断面等を次に示す トーンで表現している。

遺構の地山 石器の断面 土・金属器の断面
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第 1章 地理的・歴史的環境

鶴 筐章 蛉哩儡 餞歴史儡環境
竹林寺天文台遺跡は、岡山県南西部の浅国市鴨方町本庄および小田郡矢掛町南山田に所在する。浅

国市と矢掛町は、東を倉敷市、北を井原市・総社市、西を笠岡市・浅口郡里庄町と接 している。浅口

市と失掛町の境界に位置する竹林寺山は、逢照山山系に属する標高384mの 山で、別名市平山とも呼

ばれている。この山の東倶1山頂標高340mの位置に本書で報告する竹林寺天文台遺跡は所在する。竹

林寺山や阿部山が連なる邊照山山系は、標高250m以上の場所では自亜紀の火山活動によって堆積 し

た流紋岩が地質基盤となり、それ以下の場所では自亜紀末に貫入した花間岩が地質基盤となっている。

邊照山山系に堆積している花同岩は細粒花間岩類であるが、鴨方町本庄や失掛町南山田の台地部分に

堆積している花商岩は、やや粗い中粒花間岩類である。また鴨方町地頭や矢掛町里山田といった低地

部分は、川から運ばれた土砂の堆積による扇状地である。竹林寺天文台遺跡周辺には、本庄川・曲田

川があり、この二つの川が大殿で合流し鴨方川となり、さらに南部の下名日で鴨方町の北西部を流れ

る杉谷川、地頭上で北東部を流れる益坂川と合流する。矢掛町では、南山田を流れる道々川が、扇状

地を形成し、土生で東西に流れる小田川に合流する。

竹林寺天文台遺跡周辺の遺跡は、古くは旧石器時代から存在する。鴨方町益坂の和田遺跡からはサ

ヌカイト製の槍先形尖頭器が出上し、阿部山ではサヌカイト製のナイフ形石器が採集されている。

縄文時代になると、金光町占見新田の加賀池遺跡から縄文時代早期の押型文土器が出土し、矢掛町

東三成の奥迫遺跡では早期の押型文土器と前期の上器が出土している。また鴨方町益坂の向原遺跡で

後期の深鉢が出土し、鴨方町小坂東土井谷では後期の土器が採集されている。さらに奥迫遺跡 。矢掛

町里山田の清水谷遺跡からも後期・晩期の土器片が出土しており、竹林寺天文台遺跡周辺に分布する

縄文時代の遺跡の多くが後期以降のものである。

弥生時代になると、遺跡が飛躍的に増加す

る。前期には、清水谷遺跡一本木地区に島状

の微高地を利用した環濠集落が出現する。こ

の環濠集落からは、 6軒の竪穴住居や30棟以

上の掘立柱建物・柵などが検出され、集落内

における建造物の配置が明らかとなった。環

濠内の竪穴住居は、平面形態が円形を呈し、

中央穴を挟む 2本の柱穴を有する「松菊里型

住居」である。微高地西側の低位部からは水

田が検出されている。また鴨方町小坂束の大

飼本谷遺跡では、木葉文が施された壷が出土

している。

弥生時代中期にはさらに遺跡が増加し、山

間部や自然堤防上にも集落が広がる。中期の

遺跡として、鴨方町と矢掛町の境界に位置す

る地蔵峠南の地蔵峠遺跡や、竹林寺山南側に
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触 は 集落・散布地

1 竹林寺天文台遺跡
6 地蔵峠遺跡
11 字月原窯跡

16 向山土器棺墓

21 塚地古墳

26 地頭上八1隣神社遺跡

31 日吉塚古墳

36 向原遺跡

41 カナクロ田遺跡

46 郷ノ上古墳群

51 下谷古墳

56 橋本遺跡

61 白江遺跡

66 妙泉寺境内古墓群

71 小迫大塚古墳

位置する鴨方町地頭上の段林遺跡・金光町の上竹西の坊遺跡などが知られている。段林遺跡では分銅

形土製品や土器が出上し、上竹西の坊遺跡では竪穴住居が 6軒検出され、中期中葉の土器、石鏃や石

包丁、分鋼形土製品等が出土している。また矢掛町南山田の神之脇遺跡・上山遺跡、東三成の奥迫遺

跡、里山田の清水谷遺跡で土器が出土したほか、畑中散布地でも中期の土器が採集されている。これ

らの遺跡の分布から、弥生時代中期には竹林寺山山麓に集落が点在 していたことが想定できる。

弥生時代後期になると、平地丘陵と高地に集落が集中する。段林遺跡は標高120m、 道面遺跡は標

高116mの山塊中腹に立地しており、平地丘陵と高地の中間に位置する集落といえる。段林遺跡では

径 7m前後の竪穴住居が検出され、鉄鏃や鉄製刀子、玉類・土器などが出土している。道面遺跡では

竪穴住居 2軒と柱穴列・貯蔵穴が検出されている。竪穴住居は、 2軒 とも平面形態が円形を呈し、径

は5.4mと 約 7mと 推定されている。竹林寺天文台遺跡は、今回の調査地点の西側標高360mの尾根上

にも遺跡が広がっており、過去の確認調査において焼失住居を含む竪穴住居 2軒が検出されている。

矢掛町では、里山田 。中 。東三成を中心に丘陵部で遺跡が増加 し、里山田には清水谷遺跡 。里山田上

谷遺跡 。里山田下谷遺跡、中には中池ノ内遺跡・白江遺跡といった集落が形成された。白江遺跡では

溝状の遺構から土器がまとまって出土しており、中池ノ内遺跡では平面形態が円形を呈する径約4.5

mの竪穴住居が検出されている。この住居が廃絶した後、住居域の南部に土器棺を囲むように土壌墓

を配置した墓域がつくられている。里山田上谷遺跡では竪穴住居内から後期後半の土器が出土し、奥

迫遺跡では 4軒の竪穴住居が重複して検出されている。また鴨方町六条院中の森山遺跡は、泉山北側

から延びる低丘陵に立地する集落遺跡であり、竪穴住居 2軒 と大量の上器や分鋼形土製品が出土して

いる溝などが検出されている。竪穴住居は、平面形態が円形を呈する径約 6mの ものと3.5m以上の

ものが検出されている。

弥生時代後期末には、土墳墓が散見できるようになる。矢掛町中白江の芋岡山遺跡は尾根上に位置

し、30基からなる土壌墓群が築かれた。土壌墓群周辺の上墳や溝からは土器が出土しており、立坂型

の特殊壺・特殊器台が含まれている。また鴨方町益坂の和田遺跡でも土壌墓群が検出され、そのうち

1基の土墳墓からは向木見型の特殊器台や勾玉・管玉などの玉類が出土している。

鴨方町では、古墳時代前期になると集落から離れた丘陵上に箱式石棺をもつ円墳が築かれる。小坂

束の宇月原向山 l号墳は盛土が消失しており墳形は不明であるが、長さ1.7m、 最大幅0。45mの組合せ
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□古墓等   蝙山城
2 阿部山遺跡
7 遜照山廃寺
12 宇月原塚古墳

17 米遺跡

22 道面遺跡

27 光林坊古墳

32 和眠l遺跡

37 向原古墳

42 城山城跡

47 清水谷遺跡

52 伽藍山城跡

57 橋本古墳群

62 芋岡山古墳群

67 安居寺谷古墳群

72 山田古城跡

玲 古墳

3 阿部山遺跡
8 遜11山 山頂遺跡
13 杉谷焼窯跡

18 坪古墳

23 金屋遺跡

28 光林坊遺跡

33 111i路遺跡

38 阿坂古墳

43 加賀谷古墳群

48 畑中古墳群

53 三頂山古墳群

58 橋本荒神塚古墳
63 芋岡山遺跡

68 王子の塚古墳

73 神之脇遺跡

4 竹林寺遺跡    5
9 進照山瓦窯跡   10
14 向山古墳群    15
19 段林遺跡     20
24 地頭上人幡塚古墳 25
29 日吉神社避跡   30
34 西知山城跡    35
39 大石古墳     40
44 向L[1古J噴        45
49 茶臼山城跡    50
54 里山田下谷遺跡  55
59 雷師神社占墳群  60
64 中7也ノ内選助:    65

69 船が迫山城勘t   70

74 _L山 遺助t

竹林寺 。地蔵谷還跡

杉山城跡

奥迫古墳群

段林古墳

人幡五1倫塔

日吉神社古墳

片山塚古墳群

上竹西の坊遺跡

片山古墳群

四頂山古墳

里山田上谷遺跡

池尻古墳群

江本祐安寺古墳群

中山城跡
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第 1章 地理的 :歴史的環境

箱式石棺の中から2体分の人骨と鉄剣・鈍・鎌が出上している。地頭上の光林坊古墳は丘陵頂部に位

置し、長さ2.Om、 幅0.4mの箱式石棺をもつ。また本庄の坪古墳からは乳文鏡が出土している。この

ほか、益坂から松井には前期から中期と考えられる直径10m前後の円墳 3基からなる安芸守山西南古

墳群が築かれている。このうち安芸守山西南 2号墳には、竪穴式石室のものと考えられる石材が残存

している。また明確に古墳時代中期と位置づけられる古墳は現在のところ不明である。

古墳時代後期になると、山麓や丘陵上に横穴式石室をもつ古墳が築かれる。鴨方町地頭上の段林古

墳は、盛土の大半が消失しているが直径 8～ 9mの 円墳と推定されている。調査時には横穴式石室が

2.7m残存 しており、石室内から耳環 。鉄鏃・農工具・土師器・須恵器が出土している。鴨方町地頭

上の宮の脇古墳は直径約14mの円墳と推定されている。石材が抜き去られていたため、石室は残存し

ていないが、調査によって長さ5。4m以上、最大幅1.8mの 玄室をもつ横穴式石室であったと考えられ

ている。石室部分からは、耳環・鋼釧 。大刀 。鉄釘や須恵器が出土している。地頭上の塚地古墳は直

径約1lmの 円墳と推定され、長さ6.65m以上、最大幅1.8mの横穴式石室から馬具・耳環 。鉄刀・鉄製

刀子・鉄鏃・鉄釘・須恵器が出土している。鴨方町益坂の阿坂古墳は、直径約12mの 円墳と推定され、

全長7。7m、 最大1嘱1.7mの横穴式石室内に耳環。鉄鏃・須恵器が副葬されていた。このほか鴨方町では、

杉谷川沿いに小坂東谷日の杉谷古墳群・小坂東大飼の大飼古墳群、益坂川沿いには片山古墳群、鴨方

川沿いには上名口古墳が築造された。このうち片山 2号墳は、幅 lmの無袖式の横穴式石室であるこ

とが確認されている。上名口古墳は、約15mと 推定される円墳で、古墳周辺からは、土師器や須恵器

が採集されている。鴨方町内では古墳時代を通して前方後円墳は築造されていない。

矢掛町では、鴨方町とは対比的に前方後円墳が築造されている。古墳時代前期には、東三成の丘陵

斜面に推定長22mの前方後円墳である奥迫17号墳が築造された。東三成池内の中山2号墳は、全長30

mの前方後円墳と推定されており、円筒埴輸が採集されている。茶臼山山頂の茶臼山古墳は、墳長20

～ 23mの前方後円墳である。また、鴨方町と同様に箱式石棺をもつ古墳が築かれており、里山田土

井の上井 1号墳や、宮の下矢掛神社裏山の蛸ノ頭古墳が知られている。中期の古墳として、自江の芋

岡山 l号墳があげられる。この古墳からは老年男性の人骨と竪櫛が出土している。

後期になり、阿部山東麓に位置する池尻古墳群や橋本古墳群といった群集墳が形成される。橋本古

墳群は15基の古墳から構成され、古墳群中最大規模の橋本荒神塚古墳は、約20mの円墳と推定され、

第3図 伝遇照山廃寺の平瓦 (1/6)

0         1ocm
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横穴式石室は7.5mが現存 し、石室内には岡山県内で 6例 しか確認されていない石棚を有する。また

古墳時代終末期には南山田の中山南麓に小迫大塚古墳が築かれる。この古墳は矢掛町の後期古墳では

最大規模の東西約27m、 南北約25mの方墳であり、内部主体は全長 10。7m、 奥壁幅2.4mの 大規模な横

穴式石室である。

古代には、須恵器生産に関連する遺構や仏教に関わる遺構・遺物がみられる。上竹西の坊遺跡では

7世紀頃の須恵器窯が検出され、灰原からは須恵器のほか、円面硯が出土している。この他にも製塩

土器や鉄製の刀子 。紡錘車などの遺物も出土している。またこの時代に仏教が広まると、地方でも仏

教寺院が建立されるようになり、金光町占見には占見廃寺が建立され、礎石と瓦が検出されている。

瓦には、複弁八葉蓮華文軒丸瓦、平城宮六三二五系軒丸瓦、平城宮六六六三系軒平瓦、均整唐草文軒

平瓦がある。占見廃寺の東100mほ どの丘陵裾にはロス トル式平窯の山崎瓦窯跡群が築かれている。

仏教に関わる遺物は、平地部だけでなく、高地でも採集されている。標高約400mの邊照山では蓮華

文軒丸瓦や平瓦 (第 3図 -1・ 2)、 阿部山では土製相輪が採集されており、邊照山の山岳宗教を示

す資料となつている。また和田遺跡では、炭を製造する横田式製炭窯が検出され、窯の熱残留磁気か

ら8世紀前半に操業していたことが判明している。矢掛町では小田川沿いに旧山陽道が整備された。

矢掛町毎戸の毎戸遺跡は旧山陽道に面しており、100m四方の区画内に 3棟の掘立柱建物などが配置

されている。遺物には大量の瓦のほか、「馬」の文字が書かれた土師器盤が出上しており、旧山陽道

の小田駅家に当たると考えられている。また里山田の清水谷遺跡柚木地区では、総柱建物や掘立柱建

物が検出され、緑釉陶器や円面硯などが出上している。

中世には、鴨方町小坂西の沖の店遺跡で土師器焼成窯が検出されており、椀や小皿のほかに瓦を生

産していたことが判明している。またこの時代には、鴨方町小坂東の杉山城 (標高223m)や益坂の

西知山城 (標高183m)、 鴨山城 (標高168m)、 矢掛町と倉敷市真備町の境界に位置する猿掛城 (標高

370m)や矢掛町の茶自山城 (標高96m)・ 山田古城 (標高210m)・船が迫山城 (標高186m)。 中山城 (標

高270m)と いった中世山城が多数築かれている。このうち鴨山城は、一の段を中心に郭が北と南東

にのびる連郭式山城で、石垣や堀切がみられる。また庄氏と三村氏との「猿掛合戦」の舞台となった

猿掛城は、土塁に囲まれた全長約200mの 山城である。猿掛城の南西に位置する御土井では庄氏館跡

が発見されている。猿掛城は庄氏の居城であったが、後に毛利氏の配下となった。その後、茶自由城

が毛利氏によって猿掛城の出城として築かれる。茶臼山城は、濠や35以上の郭に囲まれた平山城で、

柱穴や礎石などが検出されている。このほか、鴨方町本庄木ノ元のゆるぎ堂にまつられる花商岩一石

を丸彫にした地蔵石仏が彫成された。ゆるぎ堂地蔵石仏は、刻文から正慶元(1332)年の作と確認でき、

この時代の丸彫石仏としては大変珍しく、岡山県重要文化財に指定されている。

江戸時代になると鴨方藩が成立し、支藩である鴨方藩と本藩の岡山城下を結ぶ鴨方往来が整備され

た。鴨方往来に面した高戸家住宅は、江戸時代前期に建築されたものと考えられており、貞享 4(1687)

年に修理を行ったことが棟札により判明している。高戸家住宅は、岡山県内で最も古い町家であり、

現在「かもがた町家公園」として改修され、母屋が県指定重要文化財、新宅が市指定文化財となって

いる。また矢掛町には旧山陽道の宿駅が置かれ、宿場町として栄え、石井家が大名や幕府の役人など

を宿泊させる本陣、高草家が脇本陣をつとめた。現在、本陣・脇本陣は国の重要文化財に指定されて

いる。
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直原伸二ほか「清水谷遺跡 〈一本木地区)」『矢掛町埋蔵文化財発掘調査報告』 1 矢#卜町教育委員会2001
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水田貴士「森山遺跡」『浅国市埋蔵文化財発掘調査報告』 l 浅回市教育委員会2008

-6-



第 1節 調査にいたる経緯

鶴 2章 隆鑢調査巫より報告書作成の経緯と総選

第 1節 調査にいたる経緯

竹林寺天文台遺跡に所在する自然科学研究機構国立天文台岡山天体物理観測所 (以下、岡山天体物

理観測所という。)と 岡山県教育委員会 (以下、県教委という。)との、新望遠鏡施設建設に係る協議は、

平成13年度に始まる。最高所に位置する188cm反射望遠鏡 ドームの北西に続く尾根上に、気象等の観

測装置を設置する内容であったが、盛り上による平坦面の造成に留まり、慎重工事での対応とした。

平成14年度には、南へ続く尾根上に2基の新望遠鏡施設建設が計画され、うち 1基が京都大学に係

るものであった。平成15年度に県教委が実施した確認調査により、 2か所とも弥生時代の竪穴住居等

が所在することが明らかになり、保存協議の結果、事前の発掘調査が必要と判断された。ところが、

年度末になって、いま1基を計画していた広島大学が建設地を変更したため、平成16年度に予定され

ていた県教委による発掘調査は、急選中止となった。

この間に、岡山天体物理観減1所は、当時は埋蔵文化財包蔵地としていなかった竹林寺天文台遺跡の

東に鞍部を経て所在する山頂を造成し、観測装置を設置した。そして、その観測結果に基づいて、こ

の位置に京都大学が新望遠鏡施設を建設することとした。

平成17年度に県教委が実施した試掘調査の結果、当該地は弥生時代以降の埋蔵文化財包蔵地と判断

され、竹林寺天文台遺跡の範囲を拡大することとなった。これを受けた保存協議の結果、約1,000ボ

について発掘調査が必要となり、調査対象地が浅国市と矢掛町にまたがることから、県教委が国立大

学法人京都大学からの委託を受けて、平成19年度に発掘調査を実施することとした。

平成18年度に入って、新望遠鏡施設は株式会社ナノオプトニクス研究所 (以下、ナノオプトニクス

という。)が建設し、京都大学へ寄贈する計画であることが明らかとなったが、県教委の調査につい

ては、調査面積を約850ぷに縮小して、京都大学からの委託で行うことを再確認した。しかるに、ま

たしても年度末に至って、ナノオプトニクスの資金計画変更と、京都大学の委託不可という原因者側

の都合により、調査計画は中止された。このため県教委は、浅国市教育委員会 (以下、市教委という。)

及び矢推卜町教育委員会 (以下、町教委という。)と協議の上、以後この事業をナノオプトニクスによ

る民間開発事業とみなし、対応を市教委に委ねることとした。

その後、平成19年 9月 に、岡山天体物理観測所から市教委へ発掘調査の打診がなされたため、11月 に、

岡山天体物理観測所:京都大学、ナノオプトニクスと、県教委、市教委、町教委の 6者が協議し、平

成20年度に市教委が発掘調査を実施し、その費用をナノオプトニクスが負担することが了解された。

紆余曲折は続く。調査着手 1か月前の平成20年 3月 、ナノオプトニクスが資金を国立天文台へ寄付し、

岡山天体物理観測所が新施設建設のための土地整備を行うこととなり、調査対象面積も約700ボに縮

小された。 このことについては、岡山天体物理観測所、県教委、市教委及び町教委の 4者で協議し、
変更を了解した。

契約が整い、現地で発掘調査が開始されたのは4月末日である。
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第2革 発掘調査および報告書作成の経緯と経過

ゞ

第4図 試掘・確認調査位置図 (1/3,000)
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第 2節 発掘調査および報告書作成の経過

第 2節 発掘調査および報告書作成の経過

1 発掘調査

発掘調査は、平成20年 4月 24日 付で文化財保護法第99条に基づく「埋蔵文化財発掘調査の報告」を

提出し、平成20年 4月 30日 から本市教育委員会事務局国際文化交流課職員 3名が調査にあたった。調

査着手以前に調査区中央から西側部分において多くの弥生土器片を表採することができた。調査は、

調査以前の地形測量をしたのち、人力で遺構の検出・掘り下げを行い、随時、遺構の実測・写真撮影

を行った。6月 上旬には悪天候が続き、発掘現場での作業が中断することになり、 7月 中旬まで現地

作業を実施することとなった。調査では、弥生時代後期の竪穴住居 5軒、掘立柱建物 2棟を中心とす

る遺構が検出され、それに伴って多くの遺物が出上した。竪穴住居が複雑に重なり合っていることも

判明し、調査は困難を極めたが、最終的に多大な成果が得られた。弥生時代の調査がほぼ終了した時

点で、遺構の遠景・全景の空撮をラジコンヘリにより行った。7月 中旬には発掘調査を終了し、その

後、調査区の埋め戻しを行い、調査事業を終了した。同年7月 30日付で井原警察署長及び玉島警察署

長あてに文化財保護法第100条 に基づく「埋蔵文化財発見通知」を提出した。成果として、主に弥生

時代後期の高地性集落跡や古墳時代以降の遺構を確認した。出上した遺物は、コンテナ箱にして17箱

を数えた。

なお、発掘調査期間中に浅口市立寄島中学校生徒による職場体験で出土した土器の洗浄及び注記作

業の体験学習が行われた。 7月 12日 には、現地説明会を開催し、遺構や遺物の説明や、出土遺物・写

真パネル・発掘調査道具・調査器材等の展示を行い、市内外60名 を越える参加者で賑わった。

今回の調査の模様は、浅日市のホームページに「竹林寺天文台遺跡発掘調査速報」を掲載し、随時

情報更新を行い、発掘現場の情報を発信した。

2 報告書

報告書作成は、平成20年 7月 30日 から平成21年 3月 19日 までの期間、浅国市教育委員会内(浅国市

中央公民館)において行った。

発掘調査は平成20年 7月 29日 に終了していたが、調査の最終段階まで遺構および遺物の検出作業を

継続して行っていたことから、発掘調査期間中に全ての遺物の洗浄および注記、遺物整理、遺構図面

整理、写真整理といった整理作業を終了することができなかった。そのため、報告書作成業務は、こ

れらの未整理の遣物、図面、写真等の整理作業から開始することとなった。出上した遺物はコンテナ

17箱であったが半数が未洗浄であったため、洗浄作業が急務となった。土器の注記・復元 `抽出、石

製品・金属器の抽出、遺物実減1作業を進行した。調査で検出し、整理を行った遺構は、竪穴住居 2軒、

掘立柱建物 2棟、土墳墓 1基、土壌33基、溝 7条、柱穴 4基に及んだ。出土した遺物のうち、土器

176点、石製品31点、金属器 2点、土製品 3点を本書に掲載している。なお、報告書に掲載した出土

遺物については、報告書に掲載されている遺構名及び遺物番号で、また、他の遺物は調査時の旧遺構

番号で保管している。なお、これらの遺物は図版や写真とともに、本市中央公民館および鴨方郷土資

料館収蔵庫で保管している。
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第 2草 発掘調査および報告書作成の経緯と経過

3 調査 ・整理 体 制

平成20年度

浅国市教育委員会

教 育 長         工藤  進

教育次長         柚木 忠明

国際文化交流課

課  長         谷本  靖

埋 蔵 文 化 財 専 門 員   水田 貴士 (事務・調査・報告書担当)

埋蔵文化財発掘調査員   三浦 孝章 (調査・報告書担当)

埋蔵文化財発掘調査員   藤原 範子 (整理・報告書担当)

報告書作成協力者

山本敏夫 (浅国市文化財保護委員)

定金司郎

浅田市文化財保護委員会委員

秋田征矢雄 (会長) 川1時格郎 (副会長) 自井洋輔 大島至孝 貝畑正巳

金光英子 西野良一 花房泰志 原田玲子 藤澤 雅 山本敏夫 弓削 崇

発掘調査作業員 (社団法人浅日市シルバー人材センター派遣 )

井上弘保 今井脩二 浦上宗一 大田清明 尾崎満子 吉川潤朗 栗山幸子 小林 紘

定兼清明 佐野友則 清水浩介 平田耕三 山下恵美子 山下 勝 横山昭三

遺物整理作業員 (社団法人浅国市シルバー人材センター派遣 )

柚木富喜子

第 3節  日誌抄

日誌抄

平成20年4月 4日 (金)下草刈り

平成20年4月 ll日 (金)調査前地形減1量

平成20年4月 25日 (金)重機による表土掘削

平成20年 4月 28日 (月 )発掘資材搬入

平成20年 4月 30日 (水)発掘調査開始

平成20年 5月 1日 (本)古墳時代以降の遺構検出作業

平成20年 5月 20日 (火)古墳時代以降の遺構面調査終了、弥生時代遺構検出作業

平成20年 6月 19日 (本)浅国市立寄島中学校職場体験

平成20年 7月 12日 (土)現地説明会 (参加者 :61名 )
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第3節  日誌抄

平成20年 7月 15日 (火)航空写真撮影

平成20年 7月 16日 (水)弥生時代遺構面調査終了

平成20年 7月 17日 (木)発掘資材撤収

平成20年 7月 29日 (火)重機による埋め戻し、調査終了

第 1表 文化財保護法に基づく提出書類一覧

埋蔵文化財発掘の通知 (第93条 )

塁彗
県
音言  種類及び名称 所在地     面積 (M) 目的       主体者 期間 処理の内容 。理由

贅斉み  喬鞣撃天文台遺跡
浅日市鴨方町本庄30375
及び小田郡矢掛町南山田   700
2808-27

負実隻馨搾  倉唇詈
早
]罪暑昂
法人 H20425
H20729

発掘調査

発掘調査の報告 (第99条 )

文書番号
日付

周知・周知外 種類及び名称 所在地 已琴   原因
包蔵地
の有無

主体者 担当者 期間

浅教国
第55号
H20424

士
章
子

貴
孝
範

田
浦
原

水
三
藤

ヨ
］

香鞣等天文台遺跡
勇量』澤

専災奪詩響γi]
その他建物
(天文台 )

浅HI「教育委員会
教育長 工藤進

H20425

H20729

遺物発見通知 (第 100条 )

岡山県文書
番号 日付 物件名 土地所有者 現保有場所出土地 出土年月日 発見者

教文埋

第614号
H20730

弥生土器・須恵器・石製品・

金属器・土製品
計整理箱 8箱

浅口市鴨方日J‐本庄30375
竹林寺大文台遺跡

H20425 浅口市教育委員
～   会教育長
H20729 工藤進 疲日書費

方
需奎奢修
中3050 浅日:ド教育委員会

教文埋
第615号
H20730

弥生土器・須恵器・石製品
金属器 。上製品
計整理箱 9箱

小田郡矢掛町南山田
2808-27

竹林寺天文台遺跡

H20425 浅口市教育委員
～   会教育長
H20729 」:藤進 尖罫譜査

掛
肛奔檀り

18   
浅口市教育委員会

一一一一一一一一一一一一一

可

■

■

写真 1
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第 3章 発掘調査の概要

鶴 S章 覺鼈調査鰊骰要

第 1節 調査の概要

1 調査前の状況

竹林寺天文台遺跡は、標高約380mの竹林寺山から東側へ派生する尾根上に立地する。天文台遺跡

という名称のとおり遺跡の大部分が国立天文台岡山天体物理観測所の敷地内に位置する。竹林寺天文

台遺跡は、今回の発掘調査により現在 3基の ドームが設置された標高約360～ 370mの丘陵頂部平坦

地 (西側)と 今回発掘調査を実施した標高約340mの丘陵頂部平坦地 (東側)を 中心に遺跡が拡がる

ものと思われる。

昭和30年代の天文台建設に伴う造成工事により大規模な地形改変を受けていると考えられる。昭和

41年 に西側の丘陵南端に位置する65 cmク ーデ型太陽望遠鏡 ドームの建設工事中に弥生土器・石鏃・

石包丁等が出土している。また、同時に箱式石棺も不時発見されている。平成15年度に行われた確認

調査ではこの場所の北佃1隣接地で円形を呈する竪穴住居が検出されている。現在は西側と東側は駐車

場建設により地形的に断絶しているが、天文台建設以前の地図では西側頂部平坦地から東側へ急斜面

となり鞍部を通じて東倶I頂部平坦地の西側緩斜面へ連なっている。また、当調査地点は昭和30年代の

西側造成工事と同時期に頂部の造成工事が実施され、この段階で頂部は大部分が削平を受けていると

みられる。頂部には巨大な岩が複数露出している状況である。頂部の円形を呈しているものは観測装

置設置に伴うコンクリー ト造成である。発掘調査着手以前には、調査区内の北側及び西側で地形的に

窪む箇所を2箇所確認し、また、調査区内の西側緩斜面では多くの弥生土器を表採することができた。

0あ琵

∬

第5図 国立天文台岡山天体物理観測所建設以前の地形 (1/10,000)

鋤
鋤

型
が
成
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第6図 現在の地形と調査地点 (1/10,000)

第 1節 調査の概要

X=-157620

第7図 調査地点の調査前地形測量図 (1/400)
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第 3章 発掘調査の概要

2 調査 の概 要

竹林寺天文台遺跡の当調査区は、標高343mを最高所とする東西70m、 南北90mの丘陵頂部に位置

する。この丘陵頂部約700ポの企画調査を実施した。調査区は、丘陵頂部の北恨1及び西側に延びる緩

斜面地が対象となった。頂部は造成工事時の削平により平坦面が広がりをみせる。周辺山麓の水田と

の比高差は、浅国市鴨方町本庄惧1で約290m、 失掛町南山田側で約300mを 測る。

平成17年度の試掘調査では、75ポの調査面積で、弥生時代後期の上墳 6基・溝 3条を確認 している。

遺物では弥生時代後期の上器やサヌカイト製の石器が出上している。

発掘調査は、梅雨時期が従来よりも早く、また山上の人気は変化しやすいことから天候には悩まさ

れた。また、包含層掘削作業時には、硬質な覆土と樹痕の除去に困難を極めた。しかし、時折みせる

瀬戸内海の絶景は、作業によって蓄積された疲労の回復へと繋がった。

調査の結果、弥生時代後期の集落跡、古墳時代以降の遺構を検出した。弥生時代後期は丘陵頂部周

辺までに遺構が及び、竪穴住居、掘立柱建物、土峨、溝、数基の柱穴を検出している。古墳時代以降

は頂部の削平の影響を受けているとみられるが、調査区の中央部から西側で土墳墓、土疲、溝、数基

の柱穴を検出している。

特に弥生時代後期の遺構は調査区の広範囲にわたっており、丘陵頂部全体が弥生時代後期の集落遺跡で

あることが判明した。今回の調査や踏査の状況等から同丘陵全域に弥生時代の遺跡の広がりが想定される。

弥生時代の後期の遺構相互では、顕著な切 り合い関係をもっておらず、丘陵上の地形利用に一定の

規制が存在するようであると考えられる。

第2節 弥生時代の遺構と遺物

1 概 要

弥生時代の遺構は本遺跡において遺構数が最も多く、その配置は調査区全体で認められた。今回の

調査で確認した弥生時代の遺構は、円形の竪穴住居 5軒、掘立柱建物 2棟、土壊21基、溝 3条、数基

の柱穴である。弥生時代の竪穴住居・掘立柱建物の遺構は、強固な岩盤を掘削して構築されている。

竪穴住居は調査区北側と西側に配置される。北側の竪穴住居は標高342m前後の等高線に平行する。

2軒分が重複しており、切 り合い関係から竪穴住居の規模が縮小しているものとみられる。西供1の竪

穴住居は標高341.5m前 後の等高線に平行する。 3軒分が重複しており、切 り合い関係から規模が拡

張しているものとみられる。掘立柱建物は北側と南佃1に配置される。北側の掘立柱建物は、標高

342.25m前 後の頂部平坦地に築かれ、竪穴住居と隣接する。南側の掘立柱建物は、標高341.5m前後の

西側斜面地に築かれている。土墳は、丘陵頂部から西側緩斜面にかけて調査区内に散在している。ま

た、袋状土壌は未確認である。柱穴の中には柱痕跡が確認できるものもあったが、掘立柱建物を構成

するものではない。調査区中央部の自然露岩周辺の調査では、調査着手以前から岩磐を想定していた。

慎重に精査を行ったが、弥生土器や石錘が出土するに留まった。結果、この露岩は弥生時代当時から

の風景の一部であると考えられる。

出土遺物は、弥生土器のほか土錘・土玉・土製勾玉、石鏃、石斧、石包丁、石錐、石錘等の石器、

鈍とみられる鉄器などがある。弥生土器の多 くは赤色顔料で塗布されたものである。
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

写真3 排水作業写真2 作業風景

ま生_上 溝1

颯
q

卸Ｑ
◎欄

0                      10m

342

341

340

第8図 弥生時代の遺構全体と地形断面図 (1/200)
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第3草 発掘調査の概要

竪穴住居

竪穴住居 la(第 8～ 15区 I、 巻頭図版 3-1、 図版 2～ 5)

調査区北側、掘立柱建物 1の画約 lmに位置し、西側の緩斜面上に立地する。尾根線上の緩斜面上

部を掘削し、低位部を埋め立てて床面を整形したものと考えられる。竪穴住居 2と床面で標高差は約

70 cmを 測る.斜面下方に当たる部分は流失しており、全体像は明らかではない。検出した遺構は、

壁体溝が 2条、柱穴25本、溝数条を確認した。検出した遺構からみて、 2軒分の竪穴住居が考えられ

た。

竪穴住居 laの規模は長軸約660 cm、 短軸650 cmを 測り、円形を呈していたと思われる。溝内の床

lIIi積は約34.19ゴ を測る。埋土は、炭を多く含有する灰黄褐色粘性砂質土である。壁体溝は現状で上

幅16～ 25 cm、 下幅 9～ 13 cm、 検出面からの深さは6～ 20 cmを測る。竪穴住居の中央部分には、長

軸64 cm、 短軸55 cm、 床面からの深さ31 cmを 測る土壊がある。埋土は 2層 に分層でき、第 1層 は浅黄

色粘性砂質土に炭粒を多く含み、第 2層 は灰黄色粘性砂質土が堆積している。主柱穴の中心に配置さ

れることから、土壊は中央穴と考えられる。また、中央穴から西倶Iへ延びる溝 1条を検出している。

検出した長さは140 cm、 規模は上幅15 cm、 下幅 7 cm、 検出面からの深さは 9 cmを測る。埋土は地山ブ

ロックが混入する浅黄色粘性砂質土である。柱穴はPl～ P8の 8本を検出した。柱穴の掘 り方はい

0           5m

灰黄色粘性砂質土 (炭含)2 浅黄色粘性砂質土 (地山プロック含)3 にぶい黄褐色粘性砂質土
明黄褐色粘性砂質上 〈地山プロック含〉 5 浅黄色粘性砂質土 〈炭含〉 6 灰黄色粘質土

第 9図 竪穴住居 1(1/80)・ 竪穴住居 1の変遷 (1/200)

褥
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

Ｅ
倒
．Ｎ
寸
ｏ

つ

|

Ｐ７０Ｃ」

B342.2m

D342.2m

o           2m

第10図 竪穴住居 la(1/80)

ずれも円形を呈し、直径39～ 60 cm、 検出面からの深さは20～ 41 cmを 測る。柱間はPl― P2で 190

cm、 P2-P3で 200 cm、 P3-P4で 205 cm、 P4-P5で 180 cm、 P5-P6で 230 cm、 P6-P

7で 155 cm、 P7-P8で 200 cm、 P8-Plで 205 cmを測る。遺物は、後述する竪穴住居 lbに削

平されていたためにほとんどなく、壁体溝や柱穴から弥生土器の甕 4、 高杯23・ 25が出上している。

他にも柱穴から弥生土器の小片やサヌカイト剥片総重量 4gが出土している。甕 4は日縁端部を欠い

ている。外面はタテ方向のハケメ、内面はユビオサエを施す。外面には煤がみられる。高杯23は北

東部から出土している。日縁部が杯部から上方に拡張し、日径は18.8 cmを 測る。高杯25は脚裾端部

を肥厚させ、 2条の凹線文を施し、底径12.2 cmを 測る。胎土中に角閃石が多 く含有され、内外面に赤

色顔料を塗布している。本竪穴住居の時期は後述する竪穴住居 lbよ りは古 く、出土遺物から弥生時

代の後期前葉に位置づけられる。

N7,,77:  : i‡

[III[11炭

含〉
Pl       P2         P3        P4

腋蝠鰈吻
E

鯵釉3M ME

-17-



第 3章 発掘調査の概要

|

％̈
1 浅黄色粘性砂質土〈地山プロツク含〉

KL 342.Om

%

Ｅ
ｒ
．劇
寸
０
「

4/
θ

く

i澪…

7

Ｐ‐２３４２．Ｏｍ一一̈““”一

灰黄色粘1`L砂質土 〈炭含)

にぶい黄色粘性砂質Ji

竪穴住居 lb(第 9・ 11図、巻頭図版 3-1、 図版 2～ 5)

調査区北側、掘立柱建物 1の西約 2mに位置し、西側の緩斜面上に位置し、竪穴住居 laを切って

いる。また、竪穴住居 laと 同様に尾根線上の緩斜面上部を掘削し、低位部を埋め立てて床面を整形

したものと考えられる。斜面下方に当たる大部分は流失しており、全体像は明らかではない。西側の

下方部において断続的に壁体溝を検出している。

竪穴住居 lbの規模は長軸約540 cm、 短軸485 cmを 測り、円形を呈していたと思われる。検出面か

ら床面までの深さは10 cm、 溝内の床面積は22.89ポを測る。床面の海抜高は341.8mであり、貼り床は

認められなかった。埋土は炭を多 く含有する仄黄褐色粘性砂質土である。壁体溝は現状で上幅22～

Ｐ９　一一″“″″″″　　Ｐ‐３

0           2m
l 浅黄色粘性砂質Ji
3 明黄褐色粘性砂質土

第11図 竪穴住居 lb(1/80)

灯
P14Wm mE鶉
ダl

-18-



墨
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遺物出土状況 (1/100・ 1/4・ 1/6)

第2節 弥生時代の遺構と遺物
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第12図

26 cm、 下幅13～ 17 cm、 検出面からの深さは 8～

13 cmを測る。南東側の壁体溝の底面には溝条の掘

り窪みがみられる。竪穴住居の中央部分には、長軸

83 cIIl、 短軸73 cm、 検出面からの深さ36 cmを瀬1る 土

墳がある。埋土は3層 に分層でき、第 1層は浅黄色

粘性砂質土ゝ第 2層は灰黄色粘性砂質土に炭粒を多

く含み、第 3層はにぶい黄色粘性砂質土が堆積して

いる。主柱穴の中心に配置されることから、土墳は

´
ヽπ́
片）靱
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第3輩  発掘調査の概要
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第13図 竪穴住居1出土遺物①
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物
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第14図 竪穴住居 1出土遺物② (1/4・ 1/3)
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第2節 弥生時代の遺構と遺物

中央穴と考えられる。また、中央穴から東側へ延びる溝 1条を検出している。検出した長さは190 cm、

規模は上幅20 cm、 下幅 8 cm、 検出面からの深さは 5 cmを 測る。竪穴住居 laと 同様の構造であるが、

性格は不明である。柱穴はP9～ P14の 6本を検出した。柱穴の掘 り方はいずれも円形を呈 し、直径

21～ 25 cm、 検出面からの深さは21～ 47 cmを測る。柱間はP9-P10で 190 cm、 P10-P llで 190 cm、

P ll-12で 235 cm、 P12-13で 210 cm、 P13-P14で 180 cm、 P14-P9で 210 cmを 測る。住居の北側で

壁体溝から北東側へ延びる排水溝を検出した。検出した長さは270 cm、 規模は上幅27 cm、 下幅10 cm、

検出面からの深さは10 cmを測る。埋土は地山プロックが混入する浅黄色粘性砂質土が堆積 している。

排水溝が位置する場所は、地形的には平坦な箇所であり、本来なら西佃Iの緩斜面地へ流走するのが妥

当だと考えられる。排水溝の底面海抜高は壁体溝側で341.8m、 調査区境で341.73mを 測る。壁体溝内

では4条の溝を検出している。埋土は地山ブロックが混入する浅黄色粘性砂質上が堆積している。北

東側の壁体溝に併走する溝は、残存長150 cm、 上幅10 cm、 下幅 5 cm、 検出面からの深さは10 cmを測る。

中央穴の南側の溝は、残存長約280 cm、 上幅14～ 16 cm、 下幅 5～ 9 cm、 検出面からの深さは 3 cmを

測る。先述した中央穴から延びる溝から派生する溝は、残存長85 cm、 上幅 6 cm、 下幅 5 cm、 検出面

からの深さは 5 cmを測る。東側の溝は、二股に分かれ壁体溝に合流する。上幅1l cm、 下幅 5 cm、 検

出面からの深さは 3 cmを 測る。北側へ取 り付 く溝は残存長65 cm、 上幅 9 cm、 下幅 4 cm、 検出面から

の深さは 4 cmを測る。南側の溝は残存長40 cm、 上幅13 cm、 下幅 5 cm、 検出面からの深さは 8 cmを測る。

壁体溝の内佃1で 4条の溝を検出したが、竪穴住居 laと の切 り合い関係等とは考えにくく、性格は不

明である。

遺物は、弥生土器の壺 1～ 3、 甕4～ 19、 高杯20～ 26、 器台27、 鉢28029、 製塩土器30、 土

錘 Cl、 Sl石錐、石斧 S2、 砥石 S3、 投弾 S4～ 8、 台石S9～ 11が出土している。このほか、

サヌカイト片は総重量 5gが出土している。壷 1は口縁端部が上方に拡張する。日径は14.5 cmを測る。

赤色顔料を塗布する土器である。壺 2は日縁端部に凹線文を 3条施す。内外面に赤色顔料を塗布する。

壷 3は底部であり、底径は6.2 cmを 測る。発 5は口縁部を上方へ拡張し、日縁端部には 2条の凹線文

を施す。日径は13.4 cmを 測る。甕 6は口縁部を肥厚させて丸く納める。日径は 9 cmを測る。甕 7～

12は 回縁端部を肥厚し、凹線文、沈線を施す。発 9・ 10は胎土中に角閃石を多 く含有し、赤色顔料

を塗布している。発13～ 19の底部は平底で、体部外面最下部に指頭痕を施すことにより、底部を明

瞭にしている。甕13015は 外面に黒斑がみられる。高杯20は 日縁端部を外方に拡張する。高杯21は

杯部から外方に屈曲し、端部を拡張する。井原市の高越遺跡や矢掛町の芋岡山遺跡で出土している形

態に類似する。高杯22は杯部の下部にヘラガキ沈線を施す。高杯24は脚裾端部を肥厚させ 2条の凹

線文、裾にヘラを深めに用いたタテの沈線を施す。底径は11.8 cmを 測る。26は高杯の脚柱部である。

27は器台の脚端部であり、底径29 cmを 測る。高杯20～ 22024・ 26027は外面に赤色顔料が塗布さ

れている。鉢28は 日径30.O cmを 測 り、外面にヨコ方向のハケメを施す。鉢29の 口縁部は僅かに張り

出しが認められ、片口となる。外面調整は、下半はタテ方向のハケメ、上半はヨコ方向のハケメ、内

面はヘラケズリの後にタテ方向のハケメを施す。日径38.6 cmを 測る。30は製塩土器の脚部である。脚

部外面には指頭圧痕・指ナデ、脚端部は丸く成形が施されている。残存高は2.l cm、 底径は4.4 cmを 測

る。製塩土器はこの 1点のみである。

Clは 円柱形を呈する管状土錘である。重さは87g、 穿孔幅は1,l cIIlを測る。外面には、黒斑や破

裂痕がみられる。Slは長さ5511m、 幅14 mm、 厚さ6 mm、 重さ3gを測るサヌカイ ト製の石錐である。
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第3章 発掘調査の概要

S2は壁体溝の埋土中から出上した流紋岩製の石斧で、各部に敲打痕が顕者に残る。長さ127 mm、 幅

51 mm、 厚さ31 mm、 重さ239gを測る。S3は長さ90 mm、 幅43.5 mm、 厚さ26 mm、 重さ144.5gを測る流

紋岩製の砥石である。S4～ S8は竪穴住居の北西部の埋土中から出土した流紋岩製の円形礫であり、

投弾と考えている.出 Jl状況は、まとまった状態で204側出上している。その内ここでは 5個 を掲載す

る。出Jiした石は表面1が滑らかな面ではなく、凹llllが顕著である。大きさは長径33～ 60 1nlll、 短径31

～ 48 mmで あり、重量は29～ 96gを測り、この範疇で収まる。長径45～ 5511111、 短径35～ 45 mm、 重

さは40～ 50gの範 l■‐lの ものが全体の半数を占める。これらの結果から投弾は、大きさや重さ等が極

めて類似 したものが選Jtさ れた可能性が考えられる。S9～ 11は竪穴住居 lbの 中央穴から出土し

ている流紋岩製の台石である。S9は長さ21.6 cm、 幅21.6 cm、 厚さ10.5 cm、 重量5.6 kgで ある。 S10

は長さ22.4 cm、 中嘉21.2 cm、 厚さ10.6 cm、 重量6.8 kgで ある。 Sllは 長さ36.6 cm、 幅31.2 cm、 厚さ15.2 cm、

重量 19.4 kgで ある。選構の時期は、出土遺物等から弥生時代後期中葉～後葉に位置づけられる。

鰤
贅

又 漑 雉蒻
Ψ

0       20       40       60       80        0    1

最大長 (mm)

第 2表 投弾の大きさと重さの分布

竪穴住居 2a(第 8・ 16～ 24図・巻頭図版 3-2・ 図版 5～ 8)

調査区西側、溝 3の北佃I約 3mに位置し、西側の緩斜面上に立地する。東側約1.5mに は巨大な露

岩があり、地形的な規制を受けている。また、土墳19に よって南西部分を切られている。竪穴住居 1

とは3.5mの距離を測る。竪穴住居 2は 3軒重複しており、 2回建て替えられているとみられる。竪

穴住居 2a～ 2cの新旧関係は壁体溝と柱穴の切り合いや埋土から判断している。 2aが最も古く、

2b。 2cの順で建て替られ拡張されたと考えられる。竪穴住居 2aか ら2bへの建て替えの段階で、

斜面_L部の大規模な掘削が行われているとみられる。竪穴住居 2の埋上については2cで後述する。

竪穴住居 2aの規模は、長軸486 cm、 短軸約480 cmを 測り、円形を呈する。検出面からの深さは64 cm、

溝内の床面積は約18.51ぷを測る。床面の海抜高は314.19mで あり、床面の賄 り床はみられなかった。

断続的に検出している壁体溝の規模は上幅12～ 18 cm、 下幅 5～ 9 cm、 検出面からの深さは 3～ 5

cmを測るも竪穴住居の中央部分には、長軸11l cm、 短軸80 cm、 検出面からの深さ28 cmを 測る土墳が

ある。埋上は4層に分層でき、第 1層 は浅黄色粘性砂質土に炭粒を多く含み、第 2層 は灰黄色粘性砂

質土、第 3層は黄灰色粘性砂質土、第 4層は明黄褐色粘質土が堆積している。主柱穴の中心に配置さ

れることから、土墳は中央穴と考えられる。中央穴は底部の窪みが顕著であることから数回の掘削が

推測できる。また、中央穴から南西方向へ延びる溝 1条を検出している。これは、竪穴住居 la・ 1

bで も認められた。検出した長さは163 cm、 規模は上幅16 cm、 下幅 7 cm、 検出面からの深さは4 cmを

測る。埋土は炭粒を多 く含む灰黄色粘性砂質土である。柱穴はPl～ P6の 6本を検出した。柱穴の

掘 り方はいずれも円形を呈し、直径40～ 90 cm、 検出面からの深さは32～ 54 cmを 測る。 Pl・ 3は
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0           2m

にぶい黄色粘性砂質土 (炭含〉 2 浅黄色粘性砂質±          3 灰黄色粘性砂質土 〈炭含〉

浅黄色粘性砂質土 (炭含)   5 浅黄色村i性砂質上 (地山プロック含) 6 浅黄色粘催L砂質土 〈地山プロツク含〉
灰黄色粘性砂質±        8 浅黄色翠i性砂質土 〈地山プロック含) 9 明黄褐色粘性砂質土 く地山プロック含〉
りI黄褐色粘性砂質土      ll 灰黄色粘性砂質土 〈地山プロック含〉 12 浅黄色粘性砂質土 〈礫多く含〉
にぶい黄色粘性砂質土 〈炭含〉 14 浅黄色粘性砂質上 〈地山プロック含〉 15 浅黄色粘性砂質土
明黄褐色粘性砂質±      17 浅責色粘性砂質±           18 浅黄色粘性砂質土
灰黄色粘性砂質土 〈炭含〉   20 1支黄色粘性砂質上 〈地山プロック含) 21 灰黄色粁i性砂質土 〈炭含〉
にぶい黄色粘性砂質±     23 明黄褐色粘性砂質±         24 灰黄色粘性砂質土

0           5m

第16図 竪穴住居2(1/80)・ 竪穴住居 2の変遷 (1/200)

⑪̈
①
Ｐ‐６

_3_

◎Ａ　́
Ｐ

＝

洲

ヽ

―

1

4

7

10

13

16

19

22

S決
珀́

一…25-―



第 3革 発掘調査の概要
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柱痕跡が確認でき、直径約15 cmの材を使用していたとみられる。柱間はPl― P2で 270 cm、 P2-

P3で 245 cm、 P3-P4で 165 cm、 P4-P5で 225 cm、 P5-P6で 160 cm、 P6-Plで 185 cm

を慣1る 。

遺物は、P5か らサヌカイト片が出土している。

竪穴住居 2b(第 8・ 16～ 24図 ・巻頭図版 3-2・ 図版 5～ 8)

竪穴住居 2bの規模は、長軸800 cm、 短軸約700 cmを 測り、円形を呈する。西側の一部は、調査区

外へ続く。先述したが、竪穴住居 2aか らは規模的に拡張している。東側では断面形態は床面からや

や外方に斜面地上部の基盤層をL字形に掘削しており、検出面から床面までの深さは64 cmを測る。

東偶1の斜面地上部で住居と併行するように巡るテラスを検出した。テラスの幅は65～ 80 cmを測り、

東側の壁際部分が広くなっている。内側に向かって傾斜しており、住居に伴うものと判断する。溝内

の床面積は約50.24ポ を測る。床面の海抜高は314。 19mであり、床面の貼り床はみられなかった。中

Pl

W蒻

ゞ
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灰黄色粘性砂質][1 3 貴灰色粘性砂質IL 4 1月 黄褐色粘質± 5 明責褐色粘性砂質土
灰黄色粘性砂質土 〈地山プロック含)   8 明黄掲色粘憫1砂質土 〈炭含〉

第17図 竪穴住居2a(1/80)
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1 浅黄色粘性砂質上 (炭含〉 2 にぶい貴色粘性砂質土 〈炭含)3 灰黄色粘性砂質土 〈炭含)4 明黄褐色粘性砂質土
5 浅黄色粘性砂質上 〈地山プロック含〉 6 灰黄色粘性砂質

=L

第 18図 竪穴住居 2b(1/80)

央穴から東側の壁体溝へ延びる溝 1条を検出しており、前段階の 2aの溝とは方向が異なる。このこ

とから中央穴を再度使用していると考えられる。検出した長さは287 cm、 規模は上幅16 cm、 下幅 7 cm、

検出面からの深さは 5 cmを測る。埋土は地山ブロックを含む浅黄色粘性砂質土である。底面の海抜高

は東側の壁体溝側で341.22m、 西佃Iの中央穴側で341.08mと 14 cmの差が生じている。柱穴はP2・ P

7～ P13の 8本を検出した。柱穴の掘 り方はいずれも円形を呈し、直径47～ 72 cm、 検出面からの深

さは37～ 58 cmを測る。 P7・ 8・ 9012は直径約10～ 13 cmの柱痕跡が確認できる。柱間はP7-

P13

7,,ラタタみ
E

P12

F341.8m
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4 浅黄色粘性砂質土 〈地山プロック含〉 5 明黄褐色粘性砂質上

第19図 竪穴住居2c(1/80)

P2で220 cm、  P2-P8で 275 cm、  P8-一 P9で 215 cm、  P10-P llで 230 cm、  P ll― P12で 220 cm、

P12-P13で 230 cm、  P13-P7で 250 cmを 測る。

遺物は、 P13か らサヌカイ ト製の石鏃 S12や P10か らサヌカイ ト片が出上 している。石鏃 S12は

凸基式で、長さ43.5 mm、 幅46 mm、 厚さ18 mm、 重さ130.5gを測る。
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@⑤

31

第20図 竪穴住居2遺物出土状況 (1/10001/4・ 1/6)

竪穴住居2c(第 8016～ 24図・巻頭図版 3-2・ 図版 5～ 8)
竪穴住居 2cの規模は、竪穴住居 2bと 同規模の長軸800 cm、 短軸約700 cmを測り、円形を呈する。

柱穴は竪穴住居 2bと 同じく8本を検出しており、前段階から建て替えと考えられる。尾根線上の緩

斜面上部を等高線に沿って掘削し、西側の低位部にあたる側壁は盛土造成で構築しているものとみら

れる。
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写真5 竪穴住居2 東側掘削部分 写真6 竪穴住居2 掘削の深さ
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第21図 竪穴住居2出土遺物① (1/4)
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第2節 弥生時代の遺構と遺物

南北 トレンチの観察から壁体溝の規

模は上幅20～ 30 cm、 下幅10～ 25 cm、

検出面からの深さは 7～ 12 cmを測る。

また、東側では壁体溝の断絶がみられ

る。中央穴及び中央穴から壁体溝に付随

する溝はこの段階においても機能した

ものとみられる。柱穴はP14～ P21の

8本を検出した。柱穴の掘り方はいずれ

も円形を呈し、直径39～ 85 cm、 検出面

からの深さは30～ 80 cmを i員1る。 P14・

15。 18・ 19は直径約11～ 14 cmの柱痕跡
写真7 竪穴住居2 作業風景

が確認できる。柱間はP7-P2で 220 cm、 P2-P8で 275 cm、 P8-‐ P9で 215 cm、 P10-P ll

で230 cm、  P ll― P12で 220 cm、 P12-P13で 230 cm、  P13-P7で 250 cmを 測る。

住居内の西側で土墳を検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸151 cm、 短軸130 cm、 検出

面からの深さは17 cmを 測る。埋土は炭粒を含む灰黄色粘性砂質土が 1層堆積しており、サヌカイト

片が出土している。この遺構の掘り下げで、竪穴住居2aの P5を検出している。また、竪穴住居 2

aの壁体溝がこの土墳に切られており、竪穴住居 2aよ りは新しい時期に掘削されている。竪穴住居

2bに伴うものと考えられるが性格は不明である。

竪穴住居の北側での壁体の 2箇所で柱穴状の穴を検出した。西側の柱穴の規模は長軸30 cm、 短軸

17 cm、 検出面からの深さは14 cm、 海抜高は341.14mを測る。東側の柱穴の規模は長軸32 cm、 短軸25 cm、

検出面からの深さは17 cm、 海抜高は341.24mを 測る。柱間は西側と東側では210 cmを測る。

遺物は、弥生土器の壺31～ 34、 甕35～ 55、 高杯56～ 75、 鉢76～ 81、 台付直口壺82・ 83、

ミニチュア土器84・ 85、 鈍Ml・ 2、 土製勾玉C2、 石鏃S13、 石錐 S14、 石斧S15・ 16、 砥石

S17・ 18、 敲石S19。 20が出土している。このほかサヌカイト片は総重量90gが出土している。

壺31は P16か ら出土している。日縁端部を肥厚し上方へ摘み上げ、ヨコナデによる条線が認めら

れる。壺32の器面調整は剥離のため不詳である。また頸部には一部赤色顔料が残存している。壺33・

34は底部である。33はタト面にタテ方向のヘラミガキを施し、底径は9。4 cmを測る。甕は口縁端部の特

徴から3分類できる。日縁端部を肥厚し、上方へ摘み上げ凹線文を施す35～ 37、 上方へ摘み上げ沈

線を施す38～ 44、 日縁端部の拡張部が無い45～ 48がある。甕35は口縁部端部に凹線文 3条を施し、

胎土中に角閃石を多く含有し、赤色顔料を塗布している。甕36は 回縁端部に凹線文 2条を施し、回

径は16 cmを 測る。甕37は口縁端部に凹線文 3条を施している。甕41は内面上部までヘラケズリを施

している。甕49の体部上半には工具による列点文が施される。甕50の内面はヨコ方向のヘラケズリ

が施されている。51～ 55は甕の底部である。甕51の断面では粘土紐の接合痕、外面には黒斑がみら

れる。底径は9 cmを測る。甕52の外面はタテ方向のヘラミガキが施されており、煤が付着している。

甕54の外面はタテ方向のハケメが施さ4ている。甕55は重厚な底部であり、底径は4.l cmを測る。高

杯56～ 66は杯部であり、日縁端部を肥厚させ拡張させているものである。高杯56は回縁部が外方に

開き、端部を肥厚させヨコナデを施し、口径は21.7 cmを 測る。調整は剥離により不明瞭である。高杯

57は口縁端部を肥厚させ、凹線文 3条を施す。高杯58は回径20。6 cmを測る。高杯59は 口縁端部に凹
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線文 2条を施す。日径は13.6 cmと 小形である。高杯60は 回縁端部に凹線文 5条を施す。高杯61は口

径20。2 cmを 測る。高杯62は回縁端部に凹線文 4条、内面にはヘラミガキを施す。□径は22.6 cmを測る。

高杯67は 回縁部が上方へ立ち上がるものであり、ヨコナデにより稜をもつ。日縁部外面にはヨコ方

向のヘラミガキを施している。内外面には赤色顔料を塗布している。日径は15.8 cmを測る。68～ 75

は高杯の脚部である。脚端部を肥厚し、凹線文及び沈線を施す。高杯68はヘラガキ沈線と裾にヘラ

を用いたタテの沈線で施文し、円形透かしは内面に抜ける。高杯69・ 73・ 74は内面にヘラケズリを

施す。高杯57～ 65・ 68～ 75は、胎土中に角閃石を含有し、内外面には赤色顔料を塗布している。

鉢76ん 78は 回縁端部を肥厚し、2条～ 3条の凹線文や沈線を施す。鉢76は回径24.2 cmを 測り、内面

はヨコ方向のヘラケズリを施す。内外面に赤色顔料が残着し、日縁部外面の一部に黒斑がみられる。

鉢77は回径26.4 cmを測り、内面はヨコ方向のヘラミガキを施す。内外面に赤色顔料が塗布されている。

鉢78は回径25.8cmを測る。鉢79。 80は屈曲する頸部を持たないものである。鉢79は回径31.6cmを測る。

鉢80は回径34 cmを 測り、外面はヨコ方向のヘラミガキを施している。外面には煤が顕著に付着を認

められる。有孔鉢81は底部に径 2 cmの穿孔があり、胎土は精良な粘土が使用されている。台付直回

壺82は精製された粘土を使用作成されたものである。頸部は欠損しているが長く立ち上がる国縁部

を有し、下部は低脚が付くとみられる。台付壺83は胴部が無くなり受部と口頸部が接合した形態を

呈する。体部が強い算盤玉状を呈し、内面はユビオサエが顕著である。82と は胎土が異なり、精製さ

れた粘土ではない。84・ 85は ミニチュア土器の底部であり、内面は押圧痕を顕著に残す。底径は1.5cm、

1.8 cmを測る。84の外面には黒斑がみられる。

Ml・ 2は鈍の先端部とみられる。Mlは長さ26 nln、 幅8 mm、 厚さ6 mm、 重さ2.5gを 測る。M2は
長さ52 mm、 幅231111n、 厚さ6 mm、 重さ9.Ogを 測る。

土製勾玉C3は完形で重量は19gを測る。中央の屈曲が大きく、上部に5 1mlの穿孔が施される。
S13は長さ3811m、 幅16 1mn、 厚さ5 mm、 重さ2.5gを 測るサヌカイト製の有茎式の石鏃である。S14

は長さ40.5 mm、 幅14 mm、 厚さ5.511111、 重さ3.5gを 測るサヌカイト製の石錐であり、先端部が折損して

いる。 S15は長さ8711m、 幅46 mm、 厚さ18 1nln、 重さ130.5gを 測る泥岩製の石斧であり、基部周辺に敲

打痕がみられる。 S16は長さ139 mm、 幅70 mm、 厚さ38.5 mm、 重さ477gを測る流紋岩製の扁平片刃石斧

である。 S17は長さ49 mm、 幅21.511m、 厚さ28 mm、 重さ25gを測る流紋岩製の砥石である。 S18は長

さ81 mm、 幅68.5 mm、 厚さ43 mm、 重さ444gを測る泥岩製の砥石である。S19は長さ143 mm、 幅68 mll、

厚さ44111m、 重さ545gを測る砂岩製の敲石であり、基部周辺に敲打痕がみられる。 S20は長さ72 1nm、

幅63111n、 厚さ58 mm、 重さ289gを 測
'る
流紋岩製の敲

石である。また、中央穴、 P15、 P21か らはサヌカ

イト片が出土している。竪穴住居 2か ら出土したサ

ヌカイト片の総重量は91.5gである。

また、埋土中からは炭化材が出土しており、放射

性炭素年代浪1定では1880± 40年、樹種同定ではコナ

ラ属アカガシ亜属という結果を得た。

時期は、出土遺物から弥生時代後期前葉に構築さ

れ始め、後期後葉に廃絶したと位置づけられる。

写真8 サヌカイト剥片
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3 掘立柱建物

掘立柱建物 1(第 8・ 25図、図版8-2・ 3)

調査区の北東部、竪穴住居 1の東 lm、 土墳 5の南西2m、 土墳 7の北 lmに位置する1× 1間の

掘立柱建物である。P2は平成17年度に実施された試掘調査の際に土墳として確認されていたもので

あるが、周辺に柱穴が認められ、柱としてまと

まったため、掘立柱建物と認識した。

建物の規模は、桁部の柱間距離がPl― P2
で283cm、 P3-P4で 285cm、 梁部の柱間距
離がPl― P4で252cm、 P2-P3で 269cm
を測り、平面形は正方形に近い形を呈している。

建坪は7.29ゴで、棟方向はN― l° ―Wである。

柱穴掘り方は、P10P2は 円形、P3はやや

不整な楕円形、P4は楕円形を呈す。Plは径

80cm前後、検出面からの深さ30cmを測る。P2 写真9 堀立柱建物 1 作業風景

0             10cm

0               2m

ω
ヽ
ヽ
い
ヨ

舅
S21

0       5cm

-

1 浅黄色粘性砂質土

第25図 掘立柱建物 1(1/60)・ 出土遺物 (1/401/3)
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は岩盤を掘削しており、径80cm

前後、検出面からの深 さ45cm

を測る。 P3は 長車由70cm、 短

軸60cm、 検 出面か らの深 さ

32cmを 測る。P4は長軸96cm、

短軸80cm、 検出面からの深さ

30cmを 測る。 P2～ P4で は

柱痕跡を検出してお り、25～

30cmの柱材が使用 されていた

と考えられる。柱穴の底面はお

およそ同じ標高である。また柱

穴の埋土はいずれも浅黄色粘性

砂質土の単層である。柱穴や柱

間の距離ともに 1× 1間の掘立

柱建物としては規模の大きな建

物と言えるだろう。

遺物はPl・ P2・ P4か ら

0               2m

第2節 弥生時代の遺構と遺物

341.7m

1 にぶい黄色粘質上 (炭含)
2 浅責色粘性砂質上 〈炭含〉

Ｅ
卜
．
ア寸
０

第26図 掘立柱建物2(1/60)

弥生土器の小片と砥石が出上している。86・ S21と もにPlか らの出上である。86は高杯の脚部であ
り、脚端部を肥厚し強いナデが施されている。内面にはヨコ方向のヘラケズリを施している。外面に

は赤色顔料が塗布されており、胎土は角閃石を多く含有する。特徴から弥生時代後期の範疇でとらえ

ることができる。S21は最大長59mm、 最大幅29.5mm、 重さ42gの 流紋岩質凝灰岩の砥石であり、多

くの面に擦痕が認められる。今回の調査において流紋岩質凝灰岩が出土したのは、掘立柱建物 1のみ

である。

出土遺物から、時期は弥生時代後期の範疇に位置づけられる。

掘立柱建物2(第 8・ 26図、図版 9-1)

調査区の南西部、土壌20・ 21の東 lm、 溝 3・ 土渡16の南 lmに位置する 2× 1間以上の掘立柱建

物である。調査区外の南側へとつづ く可能性があるため、 2× 1間以上としておく。

建物の規模は、桁行全長が345cm、 柱問距離はPl― P2で 181cm、 P2-P3で 164cm、 梁部の

柱間距離はP3-P4で 230cmを測る。建坪は7.94ゴで、棟方向はN-82・ ―Wである。柱穴掘 り方は、
Plが楕円形、 P2～ P4は 円形を呈している。 Plは長軸70cm、 短軸45cm、 検出面からの深さ
10cmを 測る。P2は径40cm、 検出面からの深さ15cmを測る。またP2では径15cmの柱痕跡が認め

られた。 P3は径50cm前 後、検出面からの深さ15clllを 浪1る。 P4は径30cm前 後で、検出面からの

深さ17cmを淑1る 。柱穴の底面は西へ向かって低 くなっている。柱穴の埋土はP2の柱痕部分がにぶ
い黄色粘質土であり、その他は浅黄色粘性砂質土である。いずれの上層も炭を含有している。検出面

からの深さが東から西へ向かって浅 くなることから、後世に削平された可能性が考えられる。

出土遺物はP3・ P4か ら弥生土器片が出上しているが、小片のため図化できるものではない。

出土遺物、埋土等から時期は弥生時代後期の範疇でとらえることができる。
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、土境2
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土壌1 土娠3

341.4m

1 灰黄色粘性砂質上 〈地山プロツク含)

4 土壊

土墳 1(第 8・ 27図 )

調査区の北西隅、土娠 2の西側に位置する。土壌 2

を切っている。平面形が不整な楕円形を呈 しており、

規模は現存長であるが、長軸102 cm、 短軸70 cm、 検出

面からの深さは15 cmを 測る。埋土は地山ブロックを

含む灰黄色粘性砂質土の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土渡 2(第 8・ 27図 )

調査区の北西隅、土壌 1と溝 1の間に位置する。土

渡 1に切られている。平面形は不整な楕円形を呈して

おり、規模は現存長であるが、長軸103 cm、 短軸93 cm、

検出面からの深さは12 cmを 測る。埋土は地山ブロッ

クを含む灰黄色粘性砂質上の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土墳 3(第 8・ 27図 )

調査区の北西部、溝 1の南0.7mに位置する。平面

形は楕円形を呈しており、規模は長軸 135 cm、 短軸94

cmを測る。また断面形は段状を呈しており、 3段に掘

り込まれている。検出面からの深さは最深部で19 cm

を測る。埋土は浅黄色粘性砂質上の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

0            1m

灰黄色粘1lL砂質土 〈地山プロツク含〉

第27図 土墳 1～ 3(1/30)

1 浅黄色粘性砂質土

o           l nl
引

l 灰黄色粘性砂質土〈地山プロック含〉

第28図 土壌 4(1/40)
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87

0             1ocm

にぶい責色粘質土 く近代の批乱〉

明黄褐色粘性砂質土

浅黄色粘性砂質土

0          1m

0            1m

l 灰黄色粘性砂質土

穿;30図  」二J廣 6 (1/30)

0            1m

l 浅黄色粘1生砂質土 〈地山プロック含〉
2 浅黄色粘1生砂質土 〈炭含〉

第31図 土境 7(1/30)

第29図 土堀5(1/40)・ 出土遺物 (1/4)

土墳4(第 8・ 28図 )

調査区の北西部、竪穴住居 1の北西2.5mに位置す

る。北側は調査区の外へと延びる。平面形は不整形を

呈しており、規模は現存長であるが、長軸200 cm、 短

軸105 cm、 検出面からの深さは 9 cmを 測る。埋土は地

山ブロックを含む浅黄色粘性砂質上の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土壕 5(第 8・ 29図 )

調査区の北東部、掘立柱建物 1の北東1.8mに位置

する。東側は調査区の外へと延びるとみられる。平面

形は楕円形を呈している。規模は現存長であるが、長

軸302 cm、 短軸110 cmを 測る。断面形は段状を呈 して

おり、 2段に掘 り込まれている。検出面からの深さは

最深部で74 cmを測る。埋土は 3層 かいなる。 2・ 3

層が弥生時代の土峨に伴う埋土であり、 1層は近代の

撹乱である。埋土は明黄褐色粘性砂質土と浅黄色粘性

砂質上である。

出土遺物は、弥生時代後期の土器が 1点出土してい

る。87は発の回縁部であり、内外面ともにヨコナデで

調整されている。内外面に赤色顔料が塗布されており、

胎土は角閃石を含有する。

土墳6(第 8・ 30図 )

調査区の北東部、掘立柱建物 1の南3.4m、 土壌 7

の南西1.9mに位置する6平面形は不整な楕円形を呈
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88

0                 10cm

l 浅ザセ色粘性砂質「L〈炭、地山プロック含〉

0            1m

第32図 土境8(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

している。規模は長軸 100 cm、 短軸82 cm、 検出面からの深さ

は18 cmを測る。埋土は灰黄色粘性砂質上の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土墳 7(第 8・ 31図 。図版 9-2)

調査区の北東部、掘立柱建物 1の南 lmに位置する。平面

形は不整な楕円形を呈している。規模は長軸144 cm、 短軸50

cmを測る。断面形は段状を呈しており、 2段 に掘り込まれて

いる。検出面からの深さは最深部で23 cmを 測る。埋土は地

山ブロックを含む浅黄色粘性砂質土と炭を含む浅黄色粘性砂

質土からなり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土墳 8(第 8・ 32図・図版 9-3)

調査区の北東部、土墳 6の東3.4mに 位置する。平面形は楕

円形を呈 しており、規模は長軸238 cm、 短軸103 cm、 検出面

からの深さは21 cmを測る。埋土は炭粒と地山ブロックを含

む浅黄色粘性砂質土の単層である。

遺物は、弥生土器が 1点出土している。88は壷の日縁部で

あり、日縁端部は上方へつまみ上げられている。胎土は角閃

石を含む。

時期は弥生時代後期の範疇に位置づけられる。

土境 9(第 8・ 33図 )

調査区の南東部に位置する。平面形は不整形を呈しており、

南側が広 く、北側が狭 くなっている。規模は長軸249 cm、 短軸91 cm、 検出面からの深さは12 cmを減1る 。

埋土は浅黄色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土渡10(第 8・ 34図 )

調査区の西側中央部、竪穴住居 2の北0。9mに位置する。西側は調査区の外へと延びる。平面形は

0           1m

l 浅賞色粘性砂質土 〈炭含〉

第33図 土墳9(1/30)
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土墳10 土墳12

342.4m

l 浅黄色翠i性砂質土

0            1m

l 浅黄色粘性砂質土 (炭含〉

第34図 土堀 10～ 12(1/30)

土壌14

1 浅黄色粘性砂質土 〈炭、微砂含〉

土墳 15

342.lm

l 浅黄色粘性砂質土 〈地山プロック含〉

0            1m

l 浅黄色粘性砂質土 〈炭含) 1 浅黄色粘性砂質上 〈炭含〉

第35図 土渡13～ 15(1/30)

円形を呈しており、規模は現存長であるが、直径70 cm、 検出面からの深さは24 cmを 測る。埋土は浅

黄色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土壌11(第 8・ 34図・図版10-1)

調査区の南東部、土墳12の北0.25mに位置する。平面形は楕円形を呈しており、規模は長軸120cm、

短軸80 cm、 検出面からの深さは21 cmを測る。埋土は炭を含む浅黄色粘性砂質上の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土墳12(第 8034図・図版10-2)

調査区の南東部、土嬢11の南0.25mに位置する。平面形は不整な楕円形を呈 しており、規模は長軸

86 cm、 短軸74 cm、 検出面からの深さは32 cmを測る。埋土は炭を含む浅黄色粘性砂質上の単層であり、

341.3m
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341.8m

浅黄色粘性砂質11(j也山プロック含〉

第 36図  土墳 16(1/30)

0            1m

l 浅黄色粘141砂 質土 (炭含)

第 37図 土 堀 17(1/30)

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土壊13(第 8035図 )

調査区の南西部、溝 3の北 lmに位置する。

平面形は不整な楕円形を呈している。基盤層の

岩盤を掘り込んでおり、北側はやや不明瞭であ

る。規模は長軸125 cm、 短軸91 cm、 検出面から

の深さは10 cmを 測る。埋土は地山ブロックを

含む浅黄色粘性砂質上の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土境14(第 8・ 35図・図版10-3)

調査区の市東部、土墳15の北0。lmに位置す

る。平面形は楕円形を呈しており、規模は長軸

81 cm、 短軸44 cm、 検出Im~か らの深さは10 cmを

測るも埋土は炭を含む浅黄色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土墳15(第 8・ 35図 )

調査区の南東部、土墳14の南0.lmに位置する。南側は調査区の外へと延びる。平面形は不整な円

形を呈しており、規模は現存長であるが、長軸53 cm、 短軸48 cl■、検出面からの深さは 8 cmを 測る。

埋土は炭を含む浅黄色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土境16(第 8・ 36図 )

調査区の南西部、掘立柱建物 2の北0.85mに位置する。溝 3に切られている。平面形は不整な円形

を呈していたと考えられる。規模は現存長であるが、長軸105 cm、 短軸62 cm、 検出面からの深さは10

cmである。埋土は地山ブロックを含む浅黄色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後期に位置づ

0            1m

l 浅黄色粘性砂質lL(炭、1也山プロック含〉

第38図 土墳 18(1/30)
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0            1m

浅黄色粘性砂質土 〈地山プロック含〉

第39図 土墳19(1/30)

0            1m

浅黄色粘性砂質土 (地山プロック含〉

第40図 土堀20(1/30)

けられる。

土塘17(第 8・ 37図 )

調査区の南西部に位置する。

柱穴 3に切られている。平面形

はやや不整な楕円形を呈してお

り、規模は長車山182cm、 短草山65cm、

検出面か らの深さは10 cmを 測

る。理土は炭を含む浅黄色粘性

砂質土の単層であり、時期は弥

生時代後期に位置づけられる。

土渡18

(第 8・ 38図 。図版11-1)

調査区の南西部、掘立柱建物

2の 東1.2m、 土壌17の南1.lm

に位置する。平面形は不整な楕

円形を呈しており、規模は長軸

188 cm、 短軸81 cmを測る。また

断面形は段状を呈しており、 2

段に掘り込まれている。検出面からの深さは最深部で32 cmを淑1る。埋土は浅黄色粘性砂質上の単層

であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土境19(第 8039図 )

調査区の南西部に位置する。竪穴住居 2を切つている。平面形は楕円形を呈している。西佃1は基盤

層の岩盤を掘 り込んでいる。規模は長軸178 cm、 短軸114 cm、 検出面からの深さは16 cmを 測る。遺物

0            1m

l 浅黄色翠i性砂質土 〈炭含〉
2 明黄褐色粘性砂質土 〈地山プロツク含)

第41図 土墳21(1/30)
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は出土していないが、埋上が地山プロックを含む浅黄色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後

期に位置づけられる。

上境20(第 8・ 40図 ・図版11-2)

調査区の南西隅、土壊21の南 1.6m、 掘立柱建物 2の西 lmに位置する。平面形は不整な楕円形を

呈している。規模は長軸 175 cm、 短軸66 cmを 測る。断面形は段状を呈しており、 2段に掘 り込まれて

いる。検出面からの深さは最深部で16 cmを測る。埋土は地山ブロツクを含む浅黄色粘性砂質上の単

層であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

土渡21(第 8・ 41図 )

調査区の南西部、土墳20の北1.6m、 掘立柱建物 2の北西0.8rnに位置する。西側は調査区の外へと

延びる。平面形は不整な楕円形を呈している。規模は残存長であるが、長軸256 cm、 短軸130 cmを測る。

また断面形は段状を呈しており、3段に掘 り込まれている。検出面からの深さは最深部で28 cmである。

埋土は 2層からなり、 1層上面で50 cm程度の礫を検出した。礫は自然石であり、加工痕、使用痕等

は確認できなかった。埋土は炭を含む浅黄色粘性砂質土と明黄褐色粘性砂質土である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。

5溝

溝 1(第 8・ 42図 ・図版11-3)

調査区の北西部、土壊 2と 土壌 3の間に位置し、東から西へと流走する溝である。全長は4.lmで

あり、上端幅69 cm、 底面幅65 cm、 検出面からの深さは 7 cnlを 測る。埋上は地山プロックを含む灰黄

色粘性砂質上の単層であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

溝 2(第 8・ 42図 )

調査区の北西部、竪穴住居 2の北3.5mに位置し、南東から北西へと流走する満である。溝の西側

において一度途切れているが、一連の溝であると考えられる。

全長は3.9mであり、上端幅35 cm、 底面幅30 cm、 検出面からの深さは 7 cmを測る。埋土は地山プロッ

クを含む浅黄色粘性砂質上であり、時期は弥生時代後期に位置づけられる。

溝 3(第 8・ 42図・図版12-1)

調査区の南西部、竪穴住居 2の南2.8m、 掘立柱建物 2の北1.7mに位置し、東から西へ と流走する

溝であり、土壌16を切っている。東側の端部において、北へと湾曲する。

全長は5.5mであり、上端幅68 cm、 底面幅23 cm、 検出面からの深さは15 cmを測る。溝の中央部にお

いて底面に段が存在し、西側が一段低 くなる。埋土は浅黄色粘性砂質土の単層である。

時期は弥生時代後期に位置づけられる。竪穴住居 2に付随する溝の可能性もある。

341.6m s
341.5m s

溝 1

1 浅黄色粘性砂質上 〈地山プロック含〉

第42図 溝 1～ 3(1/30)

1 灰黄色粘1生砂質土 (地山プロック含)

―-44-
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6 柱 穴

柱穴 1(第 8043図 )

調査区の北東部、土壌 8の北東

1.5m、 掘立柱建物 1の南東 4mに

位置する。今回の調査において、標

高の最も高い場所で検出した遺構で

ある。また、この柱穴は平成17年度

に実施された試掘調査の際に検出さ

れていたものである。

平面形は円形を呈している。規模

は長軸55cm、 短軸42cm、 検出面か

らの深さ28cmを 洪1る。埋土は黄灰

色粘性砂質土、地山プロックを含む

明黄褐色粘性砂質土、浅黄色粘性砂

質土の 3層からなり、第 1層 の黄灰

色粘性砂質土は柱痕跡であると考え

られる。柱痕跡の直径は約25cmで

柱穴 1

N――一      」≧望蜃堕Ls

rt灰色粘性砂質Ji
l月黄褐色粘性砂質土〈地山プロック含〉
浅黄色粘71/1i砂質土

柱穴3

W一 一 341.7雪_E

0           1m

l 灰黄色粘質土 (炭含〉

第 2節 弥生時代の遺構 と遺物

柱穴2

N___      341.7m s

にぶい黄色粘性砂質土 〈炭含)

浅黄色粘1■砂質土 〈炭含〉

明貨褐色粘性砂質土 〈炭含)

柱穴4

N――-     341,7m s

1 浅黄色粘性砂質上 (〃t含 )
2 明黄褐色粘質土 (地山プロック含〉

第43図 柱穴 1～ 4(1/30)

ある。

遺物は出土していないが、埋上の色調等から弥生時代後期の範疇と考えられる。

柱穴2(第 8・ 43図 )

調査区の南西部、土壌16の南東1.3mに位置する。他の柱穴と切 り合い関係にある。平面形は不整

な円形を呈している。規模は長軸61cm、 短軸48cm、 検出面からの深さ45cmを 測る。埋土はにぶい

黄色粘性砂質土、浅黄色粘性砂質上、明黄褐色粘性砂質土の 3層からなり、いずれの層も炭粒を含ん

でいる。

遺物は出土していないが、埋上の色調等から弥生時代後期の範疇と考えられる。

柱穴3(第 8・ 43図 )

調査区の南西部、土墳18の北 lmに位置し、土壌17を 切っている。平面形は楕円形を呈している。

規模は長軸78cm、 短軸46cm、 検出面からの深さは25cmを減1る。検出面から4cmの ところから深 く

掘 りこまれており、断面形は段状を呈している。埋土は炭粒を多く含む灰黄色粘質土の単層からなる。

遺物は出上していないが、埋土の色調等から弥生時代後期のものと考えられる。

柱穴4(第 8・ 43図 )

調査区の南西部、土墳18の南0.6mに 位置する。平面形は円形を呈している。規模は径40cm、 検出

面からの深さ56cmを測る。埋土は炭粒を多く含む浅黄色粘性砂質土と地山プロックを含む明黄褐色

粘質上の 2層 からなり、浅黄色粘性砂質土は柱痕跡であると考えられる。柱痕跡の直径は上端約

30cm、 下端約10crnである。

遺物は出土していないが、埋上の色調等から弥生時代後期のものと考えられる。
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7 遺構 に伴 わ ない遺物

遺構に伴わない遺物 (第44～ 49図 、図版12・ 16)

遺構に伴わない遺物あるいは包含層から出上した土器を取り上げる。このようにして出土した土器

の大半は弥生時代後期に属する遺物であり、遺跡の消長を反映している。ここでは当該期の遺物の中

から、残存状況のよいもの、特徴的な要素がみられるものを中心に取 り上げている。弥生土器89～

102は調査区中央部の露岩周辺出土のものであり、これ以外は表土中及び遺構検出中出土のものであ

る。壺89は回縁部を上方へ拡張する。90は算盤玉形を呈する胴部をもつ直口壷である。外面には 3条

の沈線を施文する。91～ 95は斐である。発91・ 93は日縁端部を上方へわずかに摘みあげ、沈線を施す。

饗92は 日径13.2 cmを 測る。発93の外面にはタテ方向のハケメを施す。甕94・ 95は底部であり、95は

底径2.6 cmを 測る。96～ 101は高杯である。高杯96は日縁部が外方に開き、端部を肥厚させる。高杯

97は 口縁端部を外方へ拡張し、凹線文 4条 を施文し、内面はヨコ方向のヘラミガキを施す。高杯98

は杯部から外方へ屈曲し、「]縁端部を拡張し、沈線を施す。高杯99は脚柱部である。外面はタテ方

向のナデ調整を施す。高杯100は裾端部を肥厚し、外方へ張り出す。内面はヘラケズリを施す。高杯

101は裾端部を肥厚させ凹線文を施す。102は器台の脚柱部から裾部にかけての破片である。外面調

整はタテ方向のハケメを施す。調整後に長方形の透かし孔が穿たれる。岩周辺部の包含層出土遺物は

発91～ 95以外は胎土中に角閃石を含み、内外面には赤色顔料を塗布する土器である。103～ 109は

壺である。103は El縁端部に沈線を施す。壺104は 日径15.4 cmを測る。壷105は 口縁端部を上方へ摘み

上げ、ヨコナデで成形をする。胎土には角閃石を含み、赤色顔料を塗布している。壺106は回縁端部

を肥厚し、内面には赤色顔料が残着する。壺107は 回縁端部を上方へわずかに摘み上げる。108は竪

穴住居 2の北側付近で出土した短い頸部をもつ壺である。日縁部から胴部上半部にかけて残存してい

る。国縁端部は肥厚し、沈線を施す。調整は器壁の剥離が著しく不明瞭である。胎土中に角閃石は含

有しないが、赤色顔料を塗布している。壷109は底部であり、外面はタテ方向のハケメ、内面はタテ

方向のヘラケズリを施す。110～ 145は 甕である。甕110～ 113は 日縁端部を肥厚し、 2～ 4条の凹

線文を施す。甕111は外面にタテ方向のハケメを施す。甕113の外面はタテ方向のハケメ、内面はヨ

コ方向のヘラケズリを施す。日径21.8 cmを 測る。甕114～ 118は 日縁端部を上方へ摘み上げ、ヨコナ

デで凹部を成形する。発114の 内面はヨコ方向のヘラケズリを施す。日径は16.2 cmを 測る。甕116の

内面はヘラケズリを施す。発119は 日縁部を上方に拡張する。日径は13 cmを測る。発120は 日縁部を

肥厚し、凹線文 2条を施文する。甕121は 日縁部を肥厚し、ヨコナデにより端部を成形する。発122

は匡1縁端部を上方へわずかに摘み上げる。内面は胴部上半までヨコ方向のヘラケズリを施している。

日径は17 cmを 測る。甕123の 日縁部は外方に短く直線的に延ばす形態をとる。発126は 口縁部を上方

へ摘みあげ拡張し、内面はヘラケズリを施す。甕127は回径12.4 cmを 測り、短く外上方に延びる形態

をとり、逆「ハ」字形の肥厚した日縁端部をもつ。外面の調整は不明瞭であるが、内面は胴部上半ま

でヘラケズリを施す。胎土は暗褐色を呈し、金雲母が顕著である。この上器は県南部での出土例は少

なく、山陰地域の影響を受けた県北部の山間地域からの搬入品と考えられるものであり、これ 1点の

みである。発128の断面は「く」の字状の形態を呈し、日縁端部の拡張がないものである。日径は

14.4cmを測る。甕129の内面はヨコ方向のヘラケズリを施す。外面には楕円形を呈する黒斑がみられる。

130～ 145は甕の底部である。甕131の外面はタテ方向のハケメ、内面はナナメ方向のヘラケズリを
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施す。甕132は底径5.5 cmを 測る。外面はタテ方向のハケメを施し、外面には黒斑がみられる。甕135

の外面はタテ方向のナデを施す。甕136の底径は5。2cmを測る。甕1410145は焼成後の穿孔がみられる。

甕143外面には黒斑がみられる。甕144の内面はヘラケズリを施す。甕110～ 1130115・ 116・ 1180

120・ 121012301280129・ 137・ 139は胎土中に角閃石を含み、内外面に赤色顔料の残着がみられ

る。146～ 165は高杯である。146～ 152は日縁端部を肥厚または拡張させるものである。高杯146は

口縁端部を肥厚し、外面に凹線文を施文する。高杯152は回縁端部を外方へ拡張し、凹線文 3条を施

文する。内外面の調整はタテ方向のヘラミガキを施す。153～ 158は、杯部から脚柱部にかけてのも

のである。中には円盤充填が認められる。高杯159は脚柱部に櫛描きの沈線文を巡らす。高杯160は

北側の調査区境で出土し、裾端部を内傾して肥厚させ、凹線文を施す。脚柱部の文様は螺旋の櫛描き

沈線と裾にタテ方向の沈線を施文する。円形の透かし孔を4個 もつが貫通はしていない。円盤充填が

認められる。高杯161は裾端部が外方へ張り出し、円形の透かし孔は内面に抜ける。タテ方向の沈線

を施す。高杯163は外面に櫛描沈線を施文する。内面はヨコ方向のヘラケズリを施す。高杯164は、

裾端部を肥厚し凹線文 2条、脚柱部には櫛描き沈線を施文する。内面は脚裾部にヨコ方向のヘラミガ

キ、脚柱部にタテ方向のナデを施す。高杯165は裾端部を肥厚させる。高杯158以外は胎土に角閃石

を含み、赤色顔料を塗布しているものである。166～ 168は鉢である。鉢166は 口径18.8 cmを測る。

内外面に赤色顔料がみられる。鉢167は 口縁端部を肥厚させ、上方へ少し拡張をする。鉢168は 回縁

端部を肥厚し凹部を形成する。内外面に赤色顔料が残着している。 S22は長さ36 1nnl、 幅19 mm、 厚さ

411m、 重さ3gを測るサヌカイト製の平基式の石鏃である。 S23は南側の調査区境で出土した粘板

岩製の石包丁で長さ60 nlm、 幅35 1nlll、 厚さ 9 mm、 重さ21.5gを 測る。他にも平成17年度の試掘調査で

はサヌカイト製の石包丁が出土している。 S24は長さ89.5 cm、 幅39 cm、 厚さ20 cmを測る安山岩製の

蛤刃石斧である。S25は用途不明石製品である。長さ79 nlm、 41 1ml、 厚さ 9 nln、 重さ32.5gを測る。石

材は粘板岩を使用しており、中央部側面の括れ部は両端に決り調整を施し、一見左右対称となってい

る。表面 。側面ともに丁寧な研磨調整が施されている。天地は不明であるが横軸の幅が大きい方を任

意で天としている。形態的に類似するものでは、岡山市の百間川兼基遺跡大上田調査区土器溜り3出

土の人形土製品が挙げられる。 S26・ S27は流紋岩製の石錘である。やや楕円形の円礫を使用し、

縄掛け用の溝を施す。 S26は長さ41 mm、 幅36.5 1mn、 厚さ31 mmを測る。 s27は半分が欠損した状態で

出土している。残存長は、56.5 mm、 残存幅43111m、 厚さ19 mm、 重さ62gを測る。S28は花同岩製の敲

石であり、外周には敲打痕がみられる。長さは10411111、 幅81.511111、 厚さ441111、 重さ556gを測る。S

29～ 31は砥石である。S29は長さ59 mll、 幅39

mm、 厚さ2511m、 重さ86.5gを 測り、石材は泥岩

である。S30は長さ711111n、 幅3111m、 厚さ29 mm、

重さ95gを測り、石材は砂岩である。S31は長

さ104.5111n、 幅6811m、 厚さ28 mm、 重さ250gを

測り、石材は泥岩である。C3は球形の土玉で

穿孔があり貫通している。表面には規則的な20

個の刺突文を施しているが貫通はしていない。

包含層のサヌカイト片は総重量367.5gを 測る。

―-47-―
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第46図 遺構に伴わなも)遺物② (1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

第 3節 古墳時代以降の遺構と遺物
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0                       10m

第50図 古墳時代以降の遺構全体図 (1/200)

1 概要

表土層除去の後、検出した遺構である。古墳時代以降の遺構としては、土壊慕 1基、土壌12基、溝

4条及び柱穴である。標高342.5mの等高線よりも以下の西側緩斜面において遺構を検出している。

先述したが、尾根頂部周辺で遺構が検出されない理由は、気象観測機器設置に伴うコンクリー ト造成

や昭和30年代の造成工事の際に地形改変がなされているために遺構が削平を受けている可能
′日lが考え

られる。平成17年度の試掘調査では、古代の土器片が出上しているが当該期の遺構は検出されていな

い。検出した遺構では、弥生時代の包含層を掘削しており弥生土器やサヌカイト片が出土しているが

遺物は皆無である。包含層から8点の土器が出土したのみである。そのために時期の位置づけを古墳

時代以降としている。

＝

洲

ヽ

市
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第3節 古墳時代以降の遺構と遺物

2 土壌 墓

土墳墓 1(第50・ 51図、図版13-2)

調査区西側の中央、土墳30の北約1.5mにおいて検出した。遺構の中央部分を溝 6に よって切 られ

ている。掘 り方の平面形は長楕円形を呈し、規模は長軸231 cm、 短軸103 cm、 検出面からの深さは19

cmを測る。当初、土墳と考えて調査をしていたが、精査を重ねるにあたり、内側に長方形を呈する掘

り方を検出した。埋上は外側の掘 り方には、混入しない炭が含有されており、区別することができた。

規模は長軸 164 cm、 短軸64 cmを 測る。小日の幅は北東側で43 cm、 南西側で54 cmを 測 り、南西側が11

cm広 くなる。断面形は、検出面から4 cmで平坦となり、さらに南佃1で 15 cm下がる。断面形では二段

掘 り状になっている。娠内からは長さ1l cmの流紋岩が検出されたが、遺物は確認されなかった。

ω
ヽ
二
ヽ
ヨ

了
珊

裔
341.7m

暗灰オリープ色粘質「L

暗灰オリープ色粘質土 〈炭含〉

0           1m

第51図 土堀墓 1(1/30)

3 土墳

土境22(第 50・ 52図 )

調査区の北西部に位置する。平面形は、不整な楕円形を呈 しており、規模は長軸245cm、 短軸

114cm、 検出面からの深さは4cmを測る。埋土は暗灰オリーブ色粘質上である。

遺物は出土していない。

土渡23(第50052図、図版13-3)

調査区の中央に位置する。平面形は不整形を呈してお り、規模は長軸207cm、 短軸200cm、 検出面

からの深さは9cmを測る。基盤層を掘 り込んでいる。埋土は暗灰オリーブ色粘質土である。

遺物は出上していない。

＼ /
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第 3章 発掘調査の概要

土壌22

1   341.3m

1 暗灰オリープ色粘質上

土墳24

土墳23

1 暗灰オリープ色粘質Ili

0            1m

l 暗灰オリープ色粘質土 〈炭含)

土坂 22～ 26(1/30)

土壌26

1 暗灰オリープ色村i,1上 く炭含〉

土墳25

暗灰オリープ色粘質土 〈炭含〉

にぶい黄橙色粘質土

第52図

土環24(第50・ 52図 )

調査区の北西部に位置する。溝 4を切っている。平面形は円形を呈し、規模は長軸145clll、 短軸

143cm、 検出面からの深さは21cmであり、古墳時代以降の土渡の中では最も深いものである。理土は、

―-56-―



第3節 古墳時代以降の遺構と遺物

土墳29

1 1音灰オリープ色ilili質 上 (炭含〉

土墳27

l 暗灰オリープ色粘質上

L― ¬
m

第53図 土墳27～ 31(1/30)

___          341.8m
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第 3草 発掘調査の概要

上層が炭を含む暗灰オリーブ色

粘質土であり、下層がにぶい黄

橙色粘質上である。

土境25(第50・ 52図 )

調査区の北西部に位置する。

溝 5を切つている。平面形は不

整円形を呈し、規模は長軸144cm、

短軸127cm、 検出面からの深さ

は 9cmを 測る。埋土は炭を含

む暗灰オリーブ色粘質上であ

る。

遺物は出土していない。

土境26(第 50・ 52図 )

調査区の北西部、溝 4の北佃I

に位置する。平面形は長楕円形

を呈 し、規模は長軸197cm、 短

軸48cm、 検出面からの深さは

5cmを 測る。埋土は炭を含む

暗灰オリープ色粘質土である。

土境27(第50・ 53図 )

土墳32

341.6m

l にぶい黄橙色村i性砂質土 〈焼上含〉
2 暗褐色粘性砂質土
3 暗灰色粘質土 〈炭含〉

土横33

1 暗灰オリープ色粘質土

lm

第54図  土渡 32・ 33(1/30)

調査区の北西部、溝 4と溝 5

の間に位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸116cm、 短軸70cm、 検出面からの深さは 9cm

を漢1る 。埋土は炭を含む暗灰オリーブ色粘質土である。

土鍍28(第 50・ 53図 )

調査区の北西部、溝 5の南側に位置する。溝 5に北側を切られている。平面形は楕円形を呈し、規

模は長軸119cm、 短軸90cm、 検出面からの深さは10cmを測る。埋土は上層が暗灰オリーブ色粘質土

であり、下層が暗灰色粘質土である。遺物は出土していない。

土渡29(第50・ 53図 )

調査区の中央、土坂23の北西側に位置する。平面形は不整な楕円形を呈し、規模は長軸110cm、 短

軸51cm、 検出面からの深さは 6cmを減Iる。基盤層を掘り込んでいる。埋土は暗灰オリーブ色粘質土

である。遺物は出土していない。

土境30(第50・ 53図 )

調査区の西惧1中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は現存長であるが、長軸280cm、 短

軸185cm、 検出面からの深さは 6cmを測る。理土は暗灰オリーブ色粘質土である。

土墳31(第50・ 53図 )

調査区の北西部、溝 6の東側に位置する。平面形は長楕円形を呈するが、南側においてやや西へ湾

曲している。溝状を呈しているが、溝 6と 連結していないことや底面に傾斜が認められないことから、

本書では土娠として扱うこととする。規模は長軸264cm、 短軸59cm、 検出面からの深さは10cmを 111

―-58-―



第3節 古墳時代以降の遺構と遺物

る。埋土は炭粒を含む暗灰オリーブ色粘質上である。遺物は出土していない。

土境32(第 50・ 54図 )

調査区の西側中央部、土墳31と 土装33の間に位置する。平面形は楕円形を呈 し、中央において段を

なし、一段低くなる。規模は長軸193cm、 短軸112cm、 検出面からの深さは最深部で19crllを測る。埋

土は 3層あり、にぶい黄橙色粘性砂質上には若千、焼上が混じる。また暗灰色粘質土には炭が混じる。

遺物は出上していない。

土墳33(第 50・ 54図 )

調査区の西側中央部、土壌32の南側に位置する。平面形は長楕円形を呈 し、規模は長軸170cm、 短

軸39cm、 検出面からの深さは 5 crnを 測る。埋土は暗灰オリーブ色粘質土である。

溝 4(第 50・ 55図 )

調査区の北西部に位置し、東から西へと流走する溝である。土壌24と柱穴に切 られている。西側は

調査区の外へと延びる。

現存長は9.3mであり、上端幅64 cm、 底面幅46 cm、 検出面からの深さは3 cmを測る。埋土は暗仄オリー

ブ色粘質土である。遺物は出土していない。

溝 5(第 50・ 55図 )

調査区の北西部、溝 4と溝 6の間に位置する。土墳25に切られており、土墳28を 切っている。東か

ら西へと流走する溝である。西側は調査区の外へと延びる。

現存長は14.7mであり、上端幅40 cm、 底面幅30 cm、 検出面からの深さは 7 cmを測る。埋土は暗灰

オリーブ色粘質土である。遺物は出上していない。

溝 6(第 50・ 55図 )

調査区の西側中央部、溝 5の南に位置し、土墳墓 1を切っている。東から西へ と流走する溝である。

西側は調査区の外へと延びる。

現存長は4mであり、上端幅54 cm、 底面幅35 cm、検出面からの深さは7 cmを 測る。埋土は暗灰オリー

ブ色粘質土である。遺物は出土していない。

溝 7(第 50・ 55図 )

調査区の南西部に位置する、東から西へと流走する溝である。西領1は調査区の外へ と延びる。

現存長は8.lmであり、上端幅71 cm、 底面幅47 cm、 検出面からの深さは8 cmを 測る。埋土は暗灰オリー

ブ色粘質土である。遺物は出土していない。

溝
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1 暗灰オリープ色粘質土

第55図 溝 4～ 7(1/30)
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第 3章 発掘調査の概要

遺構に伴わない遺物

遺構に伴わない遺物 (第 56図 ・図版15-2)

遺構に伴わない遺物あるいは包含層から出土した土器のうち図示可能遺物、特徴的な要素がみられ

るものを中心に取 り上げる。

169は須恵器の杯蓋の口縁部である。口縁部の端部は丸く仕上げられており、肩部はナデによって

若干の段がみられる。古墳時代後期と考えられる。170～ 172は須恵器の杯身の底部である。復元径

は7.4～ 9.Ocmであ り、底面外面はヘラキリが行われ、その後整形は省略されている。内面はナデに

より整形されている。胎上には0.2cm程 度の自色礫を多く含有している。ヘラキリがみられることか

ら古墳時代後期から古代にかけての時期が考えられる。173は須恵器の杯身または椀の回縁部である。

端部は丸 く仕上げられている。小片のため、時期は不明である。174は 須恵器の小皿である。日縁部

の復元径は7.4cmである。内外面ともにナデにより整形が行われており、胎土は比較的精級なもので

ある。古代末から中世の範疇でとらえることができよう。175は瓦質土器の椀の口縁部と考えられる。

端部は丸く仕上げられており、内面は工具によるナデの痕跡が認められる。胎土には 1～ 5 1ml程度の

赤色粒が混在する。176は亀山焼の発である。破片上方において、外へと屈曲する様相が観察される

ことから、頸部であると考える。外面には右下がりの平行タタキ、内面にはナデ調整が行われている。

外面に平行タタキが施されていることから、12世紀末から13世紀前半のものと考えられる
(1)。

註

(1)岡田博「亀山遺跡」

/~~¬

『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』69 岡山県教育委員会1988

169

171

174

第56図 遺構に伴わない遺物 (1/4)
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第 1節 集落構造と変遷

第 4章 まとめ

第 1節 集落構造と変遷

今回の竹林寺天文台遺跡の調査では、弥生時代の集落跡や古墳時代以降の遺構を確認した。なかで

も弥生時代の遺構が大半を占め、調査区の広範囲に認められることから、丘陵頂部全体が弥生時代の

集落跡を中心とした遺跡であることが判明した。弥生時代の遺構は、円形の竪穴住居 5軒、掘立柱建

物 2棟で構成されており、全て弥生時代後期の範疇に収まる。

平成15年度に西側丘陵頂部の確認調査が実施されている (第 4図参照 )。 調査の結果、第 1地点か

ら多角形の竪穴住居 1軒が検出されており、弥生時代後期前葉～中葉の土器が出土している。第 2地

点から焼失住居と推定される円形の竪穴住居 1軒が検出されており、弥生時代中期後葉の土器が出土

している。第 2地点の南側では、昭和42年 に観測施設建設時に箱式石棺が不時発見されている。その

際に多くの弥生土器、サヌカイト製の石鏃・石包丁などが出上している。このことから、当調査区と

対時する西側丘陵頂部平坦地にも一部墓域を含めた集落が丘陵全体に広がっていると推定できる。

当調査区で集落が形成されるのは、弥生時代後期前葉になってからであり、後期後葉まで営まれる

(第 8図参照)。 後期前葉では、竪穴住居 laと 竪穴住居 2aを 配置している。竪穴住居 1と 掘立柱建

物 1の関係は、竪穴住居 laの壁体溝から約 lmの控えと周堤や垂木等の存在から併存は厳しいと考

えられる。竪穴住居 lb段階では壁体溝から約 2mの控えがあり、前段階と比較すると併存は想定で

きる。掘立柱建物 2の時期については詳細な時期は特定できていない。後期後葉段階では、竪穴住居

2a→ b→ cへと拡張並びに建て替えが認められる。出土した弥生土器からこの段階で東側丘陵頂部

での集落機能が停止しているものと考える。

註

間壁 忠彦「3山上の弥生遺跡」『鴨方町史本編』 鴨方町 1990

小林 利晴「竹林寺天文台遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』34 岡山県教育委員会 2004

(水田)

第 2節 周辺の弥生時代遺跡

竹林寺天文台遺跡は、標高約340～ 360mに位置する弥生時代の高地性集落である。竹林寺山山麓

地域には、弥生時代の集落及び散布地が存在する (第 2図参照 )。 当遺跡の山麓は、南北地域におい

て地形が異なる。北側の矢掛町は小田川水系で、支流である道々川による扇状地が広がる。南側の浅

口市は里見川水系で、支流である本庄川による河岸段丘となっている。

南側の本庄川周辺の山腹標高約120mには段林遺跡 。道面遺跡が立地しており、弥生時代後期後葉

の竪穴住居が両遺跡から検出され、特異な立地状況をみせる。内平遺跡は標高約70mの丘陵上に立地

し、調査の結果、弥生時代後期の集落遺跡とみられる。和田遺跡は標高約40mの丘陵の先端部に立地

し、弥生時代後期後葉の袋状土援が検出されている。当遺跡から約 6 km南側に位置する森山遺跡では
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低丘陵に立地し、弥Jl時代後期前業の竪穴住居を検出
し、南側の山麓一帯に集落の広がりが想定され

る。

北麓地域は、道々川西岸の山裾の里山田には弥生時代中期か
ら後期の遺跡が広がりをみせる。東岸

の中山の裾部に位置する自江遺跡では弥生時代後期前葉と後期末葉
の多量の土器が出上している。ま

た、中池ノ内遺跡は弥Ji時代後期後葉の竪穴住居を検出しており、
この一帯に大規模な集落の存在が

想定できる。道々川下流域に位置する清水谷遺跡は、弥生時代後期には水田域
への土地利用の変化が

認められる。小田川北岸の奥迫遺跡では弥生時代後期の竪穴住居が検出され
ている。

後期末業になると南麓では和田遺跡、北麓では芋岡山遺跡や中池ノ内遺跡で土壌
墓や土器棺を中心

とした墓域が形成され、特殊壺や特殊器台が共伴する。

アI地域において弥生時代後期の集落が展開していることを概観してきた。なお、当遺跡
からは小田

川流域の方を広範 Lllllに確認することができることから、北麓地域と双方向的視認関係にあ
る。

当遺跡は、瀬戸内海沿岸部特有の高地性集落の臨海性と同時に邊照山山系によって隔絶された小田

川流域と瀬戸内海沿岸部とを連携する集落としての機能を兼備していると考えられる。   (水 田)

註

各発掘調査報告書の成果による。

第3表 竹林寺天文台遺跡周辺の主要弥生遺跡

番号 迎跡名 立地

弥生時代中期 弥生時代後期
遭 構 備  考

中期前棄 中lll中葉 中IIB後 葉 後期前葉 後期中葉 後期後案 後期末葉

l 森 III遺 跡 li睦 竪火住居・■1城・I‖・I器溜り

和 lll通 跡 に陸 袋状 111城 ・■llil喜
彎1殊器fT
I[灯t

lll l「 選励: 丘賤

4 Ⅲl局 li壼昨 1■陸

段林11跡 丘 陵 壁穴住肝1・ 上峨・ lllFt・
鏃
Ｉ
鉄
管

通

“

1遺跡 竪穴11肝・柱穴列・貯蔵穴・ケL穴 l卜・上器溜 り

11山 Flド イト還跡 上城・洸 |1殊 i士:

8 料l之脇遺跡 柱穴 iヽ‖

9 上111還 跡 平地

奥迪j量跡 平地 竪穴住居・土班・:‖

白,Ij豊跡 平地 上器溜り。満

|:!也 ノIINli壼 跡 F`地 竪穴Oi居・土器柑菓・」1班幕・■llllt,相 :穴

♯lll山選跡 圧陵 11城基
紆
壷鵬卿14 清本イト遺跡 l li穴 ・泄・水田・落ち込み

―
過構が認められる    ココ錮 Ji器のみが‖ヽ :l:

第 3節 竹林寺天文台遺跡からの眺望
竹林寺天文台遺跡は、標高約340～ 360mに位置する弥生時代後期を中心とする高地性集落である。

その立地の性格から眺望は非常に良好である。当遺跡は中央の鞍部を境にして、天文台の所在する西

倶I頂部平坦地と当調査区の東側頂部平坦地から構成されているものと現時点では考えられる。当遺跡

の東倶I約 1.5 kmに は、当地域での最高峰である逢照山 (標高405m)がそびえる。当調査区は標高約
340mに あり、西側頂部平坦地との比高差は約20mを 測ることからVL望が規制されている。この節で

述べる眺望とは、西側頂部平坦地からの肉llR観察による可視範囲であることを意味する。
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東方向は、逢照山の北倶1を通じて中国山地最南端に位置する鬼城山や旭川水系である岡山平野の中

心部や操山丘陵西端を望む。南東方向は、邊照山から南側に派生する尾根の影響により児島や塩飽諸

島の北側島嶼部の視界が遮られる。しかし、瀬戸大橋の岩黒島大橋から南側を目視することは可能で

ある。備讃瀬戸南岸地域では、五色台・鳥帽子山・サヌカイトの産出地である金山・城山・飯野山 。

大高見峰 。象頭山・丸亀平野、そして奥側に讃岐山脈を望む。真南には、直線距離で約40 km先 に紫

雲出山遺跡の位置する荘内半島、その奥側には四国山地を望むことができる。魃灘沿岸地域では宇摩

平野・飯岡台地 。高縄半島の北東地域を望む。備後灘沿岸では、松永湾の東佃Iの丘陵に遮られ、芸予

諸島は目視できない。西方向は約20 km先の山の切れ目に神辺平野を望む。その方向から北側にかけ

ては吉備高原となり、気象条件が整えば約80 km先に大山を目視することができる。

当遺跡から肉眼で眺望可能な範囲を指摘したが、これには瀬戸内海式気候の影響により常時鮮明に

日視することは不可能である。実際、 4～ 7月 の発掘調査期間中において対岸地域を確実に日視でき

た日数は僅かである。

当遺跡の立地的な特徴から瀬戸内海及び沿岸地域を広域的に可視しており、瀬戸内海の眺望的掌握

を担っていたと考えられる。                             (水 田)

註

目視範囲は、現代の気候条件下によるものであり、当時の環境を反映しているとは限らない。

ザ無
″竹林寺天文台遺跡  隕緻隕麟データ及び肉眼による可視域 ■■|1 山地及び丘陵部

第57図 竹林寺天文台遺跡からの可視域

鶉ぽイ鞭  /Ю

ittI  写
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第 4節 竹林寺天文台遺跡出上の石器

今回の竹林寺天文台遺跡の発掘調査では、遺構及び包含層から本書未掲載資料を含め、53点の石器

が出土した。これらの石器について、その使用石材を器種別にまとめたものが第 4表である。また、

調査中には製品のほかに遺構・包含層から多数のサヌカイト片が出土している。特に竪穴住居の中に

は微細なサヌカイト片が多量に混入しており、住居内の埋土については現場においてふるいをかけて

選別を行った。ここでは弥生時代を中心に、竹林寺天文台遺跡出土石器の内容について述べたい。

器種別では、打製石包丁 2点 (サヌカイト1点 。粘板岩 1点 )、 石斧 4点 (流紋岩 2点・泥岩 1点・

安山岩 1点 )、 石錐 3点 (サヌカイト3点 )、 楔形石器 1点 (サヌカイト1点 )、 スクレイパー 2点 (サ

ヌカイト2点 )、 石鏃 5点 (サ ヌカイト5点 )、 投弾20点 (流紋岩20点 )、 石錘 2点 (流紋岩 2点 )、 敲

石 3点 (流紋岩 1点、砂岩 1点、花同岩 1点 )、 砥石 7点 (流紋岩 2点、泥岩 3点、流紋岩質凝灰岩

1点、砂岩 1点 )、 台石 3点 (流紋岩 3点 )、 器種不明 1点 (粘板岩 1点)と なる。

重量比別では、流紋岩製品が多く2591.5g(48.53%)、 次いで砂岩640g(11。 99%)、 花商岩556g

(10.41%)、 サヌカイト425.51g(7.97%)、 安山岩119.5g(2.24%)、 粘板岩54g(1.01%)、 流紋

岩質凝灰岩42g(0.79%)で ある。この重量比別では、安山岩製の台石 3点 (総重量31,800g)は 除

いた数字である。また、当遺跡のサヌカイ ト製石器の総重量は58.01g、 サヌカイト剥片が遺構出土

で129g、 包含層出土で238。5gあ り、今回の調査区では総重量425.51gを測る。この数字は平成17年

度試掘調査での出土品も含まれている。

サヌカイト製石器は、打製石包丁 1点・石鏃 5点・石錐 3点・楔形石器 1点・スクレイパー 1点で

あった。サヌカイト矛I片は出土しているが、石核や残核は出土していない。

当調査区で石器の主要石材である流紋岩製石器は、石斧・投弾・石錘・敲石・砥石・台石と多器種

にわたり使用されている点は特徴といえよう。流紋岩は、竹林寺天文台遺跡周辺では普遍的にみられ

る石材であり、また、弥生時代の基盤層も流紋岩である。石錘に使用された円礫の流紋岩は、新生代

洪積世に形成された山砂利層から産出されたもので、周辺地では、倉敷市真備町岡田・箭田地区～倉

敷市船穂町～倉敷市玉島長尾・富地区～浅田市金光町八重・大谷・須恵・佐方地区、鴨方町六条院東・

六条院中地区～浅口郡里庄町里見地区にかけて広く分布している。当遣跡からでは、直線距離 6 km圏

内で入手することが可能である。泥岩は、邊照山山系とくに当遺跡から西側約1.5 km離 れた小坂束の

杉谷地区で産出されることが判っており、在地産石器の可能性が考えられる。

最後に当遺跡では、流紋岩を使用した石器が多く出土している。一見すると粗雑であるため石器と

しての認識が難しい。そのため、邊照山山系周辺地域での発掘調査の際には粗雑な石材には、取 り扱

いに留意していただきたい。

註

平井 勝『弥生時代の石器』考古学ライブラリー64 ニューサイエンス社 1991
河合 忍「竹林寺天文台遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』36 岡山県教育委員会 2006
鈴木 茂之氏 (岡山大学)の御教授による。

定金 司郎氏 (浅国市かもがた町家公園)の御教授による。

(水田)
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第 4表 竹林寺天文台遺跡出土石製品一覧表
石材

器種
サヌカイト 流紋岩 粘板岩 泥岩 安山岩

流紋岩質
凝灰岩

砂 岩 花同岩 合計

石包丁 1 1

石斧 l 1

石錐

楔 1
1

スクレイパー

石鏃

投 弾

石錘

敵石 l 1

砥石 l

台石

不明 1 1

人
口 1 1 1

第 5節 水の確保の問題

竹林寺天文台遺跡の今回の調査区は、標高約340mの高地に位置する弥生時代後期の集落遺跡であ

る。ここでは生活環境で必要不可欠な存在である水の確保について述べたい。

弥生時代の同時期において近隣の岡山平野や神辺平野の沖積地の集落において井戸が掘削される傾

向にある。井戸は、集落内から遠隔地にある河川等の水を確保に比べると集落内で安定的に需要に対

して柔軟に対応ができる。当遺跡の位置している邊照山山系の周辺の矢掛町、井原市や浅田市では、

発掘調査が少例であるためか弥生時代の時期に掘削された井戸の検出例はない。

竹林寺天文台遺跡の場合では、基盤層が硬質な流紋岩であり、湧水層まで井戸を掘削することは困

難である。国立天文台岡山天体物理観測所が本遺跡地内に存在するが、この地まで上水道が敷設され

ておらず、現状では井戸を掘削して水を取得している状況にある。

当調査区の西側の鞍部 (現在の駐車場)から北側の矢掛町へ散策道が整備されている。調査区から

20m下 った箇所の標高約310～ 320m付近では、湧水地点が数ヶ所確認することが出来ている。水温

は夏期でも低温を保っており、水量も豊富であ

る。湧水地点の周辺には、湿地性植物であるヤ

マアゼスゲが生育している環境である。このよ

うな地点を弥生時代の高地性集落の水源地の候

補として想定できるものと考えている。 (水田)

註

山本 敏夫氏 (浅日市文化財保護委員)の御教授

による。

第58図 竹林寺天文台遺跡周辺の湧水地点
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第6節 県内出二Lの弥生時代後期の土玉

1 1よ じめ ti

今卜1グリ副縦において、」な生時ft後期の包含層から球状の土製品 (C3)が 1点出土している。この

11猟寺占はI力機 Lに刺突による装鮨iが施されているのが特徴的である。これまでの発掘調査報告書では、

球壻チtを tヽする上製品は、装鶏ir/~9あ るものや穿孔のないものを「土玉J「土製丸玉」、それら以外のも
の

をおおよそ「 li錘 Jと して報告している状況であり、明確に分けられているわけではない。そうした

11製品の据1例を書:成 し、窮[内における出ili例から若十の検討を試みる。

2 分灯1

、ここでは、胸i面形が円形、横長の構円形を呈する土製品1を対象とし、用語としては「土玉」を使用

することとした17・ =なお、厳大長が最大幅よりも10 mm以 _L長い縦長の精円形を呈するものと手し径が

8翻以 Lの もr/‐pは、lL錘の可
・
能性が高いと思われるため、対象から除外した。対象とする土玉は、和

I}1晴吾氏の鶴1状 ill錘e灯i(断面がFl形に近い、いわゆる「球形土錘」)(1)、 乗松真也氏の球状土錘 (球

拭をlitし、資i重するイしをもつもの)(2)を一部含む。

県内においては、30i量跡64点の上玉が出土している。分類は、孔・断面形態・装飾を基準に行う。

孔/Jitti嘘するものを有イL上玉、貫i醜しないものを無孔土玉とする。また断面形によって、断面円形の

ものをI類、楠円形のものをⅡ類とする。さらに装飾の有無により、装飾のないものをA、 あるもの

をおとし、有孔 IA、 無孔IBと表記する。

傾向

類型努リ

類型別では、1有丁LI Aが 26点 (41%)、 有子LI Bが 1点 (1%)、

有イLI Aが 16点 (26%)、 有イLⅡ Bが 10点 (16%)、 無丁LI Aが 8点

(1196)、 無
=LI Bが
0点、無丁LⅡ Aが 2点 (4%)、 無孔ⅡBが 1点

1196)lll上 している。また分類の基準別では、有孔が84%、 無孔が

16%であり、有Jしのものが大多数を占めている。また断面形では、

「 ]形が53%、 格円形が47%であり、ほぽ半数である。さらに装飾では、

装飾なしが82%、 装飾ありが18%で あり、装飾のあるものは少数で

あることがわかる。大きな傾向としては、有孔で装飾のないものが多

数を占めるということが言える。

装飾

装飾については、断面円形のものが 1点であるのに対し、断面楕円形のものが11点 と多数を占めて

おり、装飾は断面楕円形のものに施す傾向が顕著である。装飾の内容は、刺突と線刻が認められる。

装飾の部位は全体に及ぶものと最も張り出した部分に施すものとがあり、線刻による装飾は全体に及
ぶもののみである。

第5表 土玉分類表
断面形態 装飾 類型

○

円
○ 有孔 IA
X 有孔 IB

楕円
○ 有孔ⅡA

有孔 IB

X

円
○ 無孔 IA
X 無孔 IB

楕円
○ 無子LEA

無子しIB
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第 6節 県内出上の弥生時代後期の上玉

出土遺構

出土遺構別では、竪穴住

居が57.8%、 土壌・袋状土

娠が 10。9%、溝・河道が9.4%、

土器溜 りが3.1%、 包含層

が18.8%で ある。遺構では

ない包含層からの出上が比

較的高い比率を示している

が、竪穴住居からの出土が

約 6割を占めており、竪穴

住居に伴うという傾向は重

要な傾向であろう。

4 おわりに

今回、これまであまり取

り上げられることのなかっ

た土玉を対象に県内におけ

る出土事例を集成し、それ

らから分類を行い、いくつ

かの傾向について指摘 を

行ってきた。その結果、県

内では有孔 IAが多数を占

め、遺構では竪穴住居から

の出土が比較的多く、装飾

については断面形態との一

定の関係性があるという傾

向が認められた。

県外の事例として、1000

点以上の上玉が出土してい

る鳥取県青谷上寺地遺跡が

挙げられる。出上状態も良

好であり、 1つの上玉にヒ

ノキの細枝を通して1倫状と

し、樹皮を巻いて緊縛した

状態で出上している。青谷

上寺地遺跡の場合、溝から

の出土が大多数を占めてい

る0。 土玉の機能や用途を考えるうえでは非常に良好な資料であろう。

第 6表 土玉一覧表

番号 遺跡名 所在地 出土遺構
計測値

類型 装飾
報告書
喝載番号

文献載大f
(Inl)

藪天 lル

(mm)

後
耐
孔
ｍ 國ｍ

1 西江遺跡 新見市哲 llli‖ 1 堅穴住肝 230 11ギLIA 1

同́山遺勘i 真庭市 (久 11町 )

竪穴住居 itイLIA

2

竪穴住居 布イLIA
竪穴住居 有]し IA
包含層 有イLⅡ B 中1突
包含層 有孔 IA

惣台選跡 1(庭 市 (久 ‖1町 )
竪穴住居 有fLⅡ A

竪穴住居 有孔 ⅡA
野辺張遺跡 真庭市 (久‖111・ ) 竪穴住 JIli 有

=LⅡ
A

ド市瀬j豊 助ヽ 真庭市(落合町 ) 包含層 28.7 有
=LIA

3

11の it遺跡 典庭1,(落合町 ) 墜穴住瓶| イ『 Iし IA 4

■11過跡 i:|[山 Tli 竪穴住居 布
=LⅡ
A 5

Jヽ中遣跡 勝田川:勝央町

堅穴住居 2().2 225 有イLIA
4 墜穴住居 11=LIA

竪穴住居 無孔 IA

'‖

木山過跡 赤磐市 (111陽町 ) 竪穴住居 117し IA
1に山IH遺 跡 瀬戸内市邑久‖1 土娠 イFIし IA

原選跡 llll1llTll(il‖ ,11‖U)
墜穴IL居 イFイLIB lll突
竪穴住居 22.0 ri=しⅡB 刺突

4L町遺助: 岡山市 竪穴住居 22.3 有孔 IA

百‖1川 兼基遺跡 岡山 ilf

竪穴住鵬 fi7し nA
上器溜 り 布

=LIA
有
=し

Ⅱ13 線刻 C10 2

IT‖l川 原尾島遺跡 岡山市

墜穴住麻: 有イしIB 11突 1 3

/1‐孔 IA 4

二L譜静i留 り 有
=L II A

5

竪穴伺i拒 l 17.9 22.7 有ILI B オ1突

幣穴住層: 有イLEA
25.0 4j‐孔 IA

有子LⅡ A C25

キll島泄助ヽ 岡山 ilf

竪穴住居 29() ∫隅:L II A

)T遭 117L I A C22
包含層 無孔 ⅡA C15

立田避助【 岡山 11∫ 竪穴住居 28.0 FllL I A

加茂政所選跡 llil山 1

墜穴住居 25.5 無
=LIA

C78

墜穴千L居 23.0 イIILΠ B 刺突 C79

竪穴住居 有
=し

IA C82

袋1人土峨 布孔 IA
土城 (19,0) イ「イLⅡ B 線刻 C92

包含層 有イLIA C101

11

}卜寺選助: 岡山市
竪穴住鷹: 22.0 12.7 有孔 IA C26

包含層 22.0 有ILI A C29

津寺11本木選跡 1問 lllTF 竪穴住居 23.0 有イLIA

高塚 i壼跡 1出山市

J=城 布JLⅡ A C82

包含層 rl‐子LⅡ A C87

包含層 250 有イLⅡ A

竪穴住居 有TLⅡ A C129

竪穴|け F: 有孔 Ⅱ Il 線亥1 C133

足守川lJll茂 B遺跡 岡山11f

竪穴‖1'酎 26.0 28.0 有JLI A

堅穴住肝 有ILI A C5

竪大住居 右イLIA

竪穴住居 有イLⅡ A C18

足守川矢部蘭向

避助:
倉敷市

竪穴住居 有孔 IB

上峨 無孔 IA

矢部,1越避助ヽ 倉敷市 上峨 有ILI A

Jl束遺跡 倉吸市

竪穴住居 /1‐子LIA
包含層 有イLIA C23

河迪 無7LⅡ B 刺突 C30

南満手遺跡 総社 1ゴ 堅穴住たI 27.2 有子LΠ A C134

籠本選跡 総社 II 竪穴‖i居 25.5 有
=LIA

井手兄延遺跡 総社市 包含 FtVl 22.0 有
=LIA

C3

高越遣跡 リトli(lF 土峨 有
=LIA

森山選跡 浅日市鴨方‖1 包含層 有孔 IA

竹林寺大文台避跡 求翻藻奥轟冊: 包含即 2■5 有孝LIB 刺突
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第4章  まとめ

今回は県内出上のものを中心に扱ってきたが

ることはできなかった。この点に関しては、

比:狡検討していくことが今後必要となってく

註

文献

1 岡山県教育委員会
2 岡山県教育委員会
3 岡山県教育委員会
4 岡山県教育委員会
5 岡山県教育委員会
6 岡山県教育委員会
7 山陽町教育委員会
1978

8 邑久町教育委員会
9 御津町教育委員会
10 岡山県教育委員会

11 岡山県教育委員会

12 岡山県教育委員会

13 岡山県教育委員会

14 岡山県教育委員会

15 岡山県教育委員会

16 岡山県教育委員会

17 岡山県教育委員会

18 岡山県教育委員会
19 岡山県教育委員会
20 岡山県教育委員会
21 岡山県教育委員会
22 岡山県教育委員会
23 岡山県教育委員会
24 岡山県教育委員会
25 岡山県教育委員会
26 岡山県教育委員会
27 岡山県教育委員会
28 岡山県教育委員会
29 岡山県教育委員会
30 井原市教育委員会
31 浅口市教育委員会

32 本書

、出土事例が少なく、土玉の機能や用途について検討す

周辺地域における出土事例や共伴遺物など広い視点か ら

るだろう。 (三浦 )

和田晴吾「弥生 。古墳時代の漁具」『考古学論考』イヽ林行雄先生古希記念論文集 小林行雄先生古希記

念論文集刊行委員会編 平凡社 1982
乗松真也「漁業用の錘からみた地域間交流」『日本考古学協会2006年度愛媛大会研究発表資料集』

日本考古学協会2006年度愛媛大会実行委員会 2006

北浦弘人ほか『青谷上寺地遺跡 3』 鳥取県教育文化財団調査報告書72 財団法人鳥取県教育文化財団

2001

「西江遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』20 1977

「旦山遺跡・惣台遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』136 1999

「下市瀬遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 3 1974

「宮の前遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』12 1976

「二宮遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』28 1978

「小中遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』117 1997

「用木遺跡」『岡山県営山陽新住宅市街地開発事業用地内埋蔵文化財発掘調査概報』4

「熊山田遺跡」『邑久町埋蔵文化財発掘調査報告』 1 2004

「原遺跡」『御津町埋蔵文化財報告』3 1988

「雄町遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 1 1972

「百問川兼基遺跡1ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』51 1982

「百問川兼基遺跡4ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』208 2007

「百問川原尾島遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』56 1984

「百間川原尾島遺跡 3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』88 1994

「百間川原尾島遺跡 4」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』97 1995

「百間川原尾島遺跡 6」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』179 2004

「津島遺跡 4」 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』173 2003

「津島遺跡 5」 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』181 2004

「加茂政所遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』138 1999

「足守川加茂A遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』94 1995

「津寺遺跡 2J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』98 1995

「津寺三本松遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』142 1999

「高塚遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』150 1999

「矢部堀越遼跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』82 1993

「上東遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』2 1974

「上東遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』158 2001

「南溝手遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』107 1996

「窪木遺跡 1」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』120 1997

「井手見延遺跡ほか」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』156 2000

「高越遺跡」レト原市埋蔵文化財発掘調査報告』2 2004

「森山遺跡」F浅国市埋蔵文化財発掘調査報告』 1 2008
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竹林寺天文台遺跡周辺の地形・地質

竹林寺天文台遺跡周辺の地形・地質

定 金 司 郎

1 位置 。地形

岡山県の南西部に位置する浅国市は、県南部を東西に拡がる瀬戸内沿岸山地・丘陵地と瀬戸内沿岸

平野の地形域に属する。市の南縁は瀬戸内海に面し、北縁は阿部山・邊照山系の稜線上で矢掛町と境

を面している。

市内の中南部は大部分が花同岩であるため浸食が進み、標高50m前後の丘陵地と100～ 200mの 山

地となっているが、北部の阿部山・逢照山系の稜部は流紋岩類で覆われているために浸食が遅れ、

300～ 400mの 高度を保っている。また、平野部のほとんどが縄文海進時に進入した海底に堆積した

沖積層で、10～ 30mの標高で丘陵地や山地の凹部を埋めて拡がっている。

阿部山・逢照山系は西の笠岡市吉田付近の谷部に端を発し、笠岡ゴルフ場 (365m)を経て浅国市

に入り、阿部山 (397m)、 天文台 (366m)、 逃照山 (405m)と 続き、更に東へ高度をやや下げなが

ら玉島北部の弥高山 (307m)へ と続き、船穂町柳井原で高梁川に没する。山系の北斜面はやや急峻

で小田川に至り、南倶1はややゆるやかな傾斜で、玉島から笠岡の平野部に裾野を拡げている。東西約

25 km、 南北幅 5～ 7 kmに及ぶ山地である。山系の稜線部は、吉備高原の連続面ではないかと思われ

る程平坦で、ゆるやかな起伏の頂部が連なっている。また、稜線部分の窪地には湿地帯やため池が多

数点在している (近年は湿地帯は減少している)。

山系中間部の竹林寺山 (366m)に は国立天文台岡山天体物理観測所が設置されている。天文台の

東側の頂部 (355m)が今回の竹林寺天文台遺跡の発掘現場である。

2 地質

前記山系の山麓部あるいは中腹部から頂部にかけては、自亜紀中～後期に活動したと考えられる流

紋岩類が覆い (阿部山付近の流紋岩の放射性年代測定で69Maの 値が得られている :岡 山大・鈴木)、

その下位には自亜紀末～新生代初期にかけて逆入したと考えられる花間岩が山系の裾野から平野部の

丘陵地や山地にかけて広く分布している。貝1ち、流紋岩類が屋根のような形で花同岩の上に乗っかる

ルーフペンダント構造 (屋根状構造)と なっている。両者の接触部付近では流紋岩類が花商岩の熱作

用を受けて接触変成岩となっている。丘陵地や山地を埋める平野部は海底に堆積した沖積層である。

瀬戸内海に浮かんでいた二郎島は近年の干拓で陸続きとならた。

竹林寺天文台遺跡付近の流紋岩類は、下位より流紋岩質凝灰岩、泥質岩 (砂質岩)、 流紋岩質火山

礫凝灰岩 (一部には火砕流石質凝灰岩)の順に累積し、最上位を流紋岩質溶岩が覆っている。

下位の凝灰岩 。泥質岩 (砂質岩)は帯状に広く分布しており、杉谷池の上付近から地蔵1中下、邊照

山下から富付近に連続し、北斜・面の山田付近に顔を覗かせている。走向は東西～南北系で10～ 25°

中心に傾斜するベースン構造 (盆 J大構造)と なっている。また、これらは湖沼成の堆積物で層理が発

達し、杉谷池上の泥質岩からは多数の植物化石を産出する。

火山礫凝灰岩は溶岩の下位に分布している。径 1～数cmの火山礫を凝灰岩が埋めており、湖沼成の

―-69-―



付載

ものと火砕流による石質凝灰岩のものとが認められる。

溶岩は竹林寺山や邊照山などの山系の頂部に分布している。天文台や遺跡付近のものには長石・石

英・黒雲母の班品が観察され緻密で硬い。またこの付近の溶岩にはタマネギ状構造が見られ、逃照山

の溶岩では流理構造が認められる。

流紋岩類の累積構造や岩質、産出する化石等から、当地域の火山は活動の静止期に大きなカルデラ

湖ができ、湖の周辺には豊かな森が出現、湖には周りから土砂が流入したり、活動を再開した火山か

ら火山灰や火山礫が降り注いでいたのではないかと想像される。

花商岩は流紋岩の火山活動の後に流紋岩類の下位に逆入したもので、山系稜線部には流紋岩類が残

されているが、山系の北倶1と 南側では流紋岩類が浸食されたために、花商岩が地表に表れたものであ

る。杉谷池左岸に流紋岩類と花同岩との接触部が露出しており、花同岩が40° の傾斜で流紋岩類の下

から逆入している構造が観察される。また、接触部付近の流紋岩質凝灰岩は花商岩マグマの熱作用を

受けて変質しており、ロウセキ鉱床も胚胎されている。かつてはロウセキを採掘する鉱山があった。

花岡岩逃入後の地殻変動時には断層ができたり、岩石の割れ目などに岩脈が貫入したりした。域内

には 2本の断層が認められる。地蔵峠を走る断層は北東～南西方向に伸びており、失掛町横谷から地

頭下を通 り金山峠に至っている。以前には、地頭下から地蔵峠に上がる谷沿いの岩盤に、断層運動の

摩擦で生じた鏡肌を観察することができた (現在はコンクリー トで覆われている)。 阿部山付近を南

北に走る断層の破砕帯が杉谷池から日原方面につながる道路沿いに現れており、泥質岩の連続が断層

で絶たれている。阿部山付近には安山岩質の岩脈が、宮付近では流紋岩質の岩脈を観察することがで

きる。

南部の平地部の山陽本線沿いの丘陵地には、洪積世の間氷期に吉備高原から瀬戸内沿岸地域にかけ

て氾濫した河川の堆積物 (山砂利層)が分布しており、本地質図の右下にその一部が掲載されている。

最後のウルム氷期が終わると、工島から笠岡にかけての低地に海が侵入し、南の竜上山～御嶽山山

地を前衛島とした三日月形の入り海が出現 していた。江戸時代に入り海の玉島側と笠岡側の人口を堰

き止めたり、土手を築いて塞いだため陸地となった。入り海時代の海底の堆積物 (泥や砂)が沖積層

であり、現市内の平野部となっている。また六条院小学校校庭 (標高10m)のボーリング調査では地

下10mで基盤の花同岩に達している。これらのことから縄文海進時の海面は現在の標高30m前後まで

に達し、沖積層の層厚は40m位であると考えられる。

3 地形 ・地質か らみた古代人の生活領域

縄文海進時の海面は当該地域では、益坂・地頭下・杉谷の谷部まで達していた。現在の鴨方 IC付

近は海に面した小高い丘となっていたが、その他の沿岸部は比較的急峻で生活の場としては適してい

なかった。益坂や地頭下から300m程登った阿部山・遇照山の頂部は見通しもよく、ゆるやかな起伏

をしており、また流紋岩類で覆われているために保水性に富み湿原が点在していたために水の確保も

できる。生活環境としては海岸部よりは山上の方が有利であったであろう。
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付載

竹林寺天文台遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

I.樹 種 同定

1.は じめに

本材は、セルロースを骨格とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属 レベルの同

定が可能である。本材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては、本材の利用状況や流通を探る手がか り

となる。

2.試料

試料は、弥生時代の竪穴住居 2よ り出土した炭化材 l点である。

3.方法

試料を割折して新鮮な横断面 (本国と同義)、 放射断面 (柾 日と同義)、 接線断面 (板日と同義)の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50～ 1000倍 で観察した。同定は、解剖学的形質お

よび現生標本との対比によって行った。

4.結果

表 1に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

表 1 竹林寺天文台遺跡における樹種同定結果

試料 結果 (学名/和名)

竪穴住居 2 0″θκ
“
S Subgen.のご′οみα滋″υsJs ヨナラ属アカガシ]1属

コナラ属アカガシ亜属 0″θκ夕s subgen.の C′θわα滋4″s,s ブナ科 図版 1
横 断 面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射イL材で

ある。道管は単独で複合しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿子Lで、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、ィチィ

ガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高本で、高さ30m、 径1.5

m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性が強く耐湿性も高い。とくに農耕具に用いられる。
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5。 所見

竹林寺天文台遺跡出土の炭化材は、コナラ属アカガシ亜属 1点であった。コナラ属アカガシ亜属は、

一般にカシと総称されるが、イチイガシ、アラカシなど多くの種があり、温帯下部の暖温帯の照葉樹

林を形成する主要高木である。イテイガシは自然度が高いが、アラカシは二次林性でもある。硬堅な

材であり、広く用いられる。竹林寺天文台遺跡の炭化材は、当時遺跡の周辺地域に生育し、容易にも

たらされたと推定される。

横断面 :0.4111m  放射断面 :0。 2nlm  接線断面

図版 1 竪穴住居2 コナラ属アカガシ亜属
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付 載

Ⅱ.放射性炭素年代測定

1.は じめに

放射“性炭素年代測定は、呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射
り
性炭素 (HC)

の濃度が、放射可生崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。過去における

人気中の
14c濃
度は変動しており、年代値の算出に影響を及ぼしていることから、年輪年代学などの

成果を利用した較正曲線により
14c年
代から暦年代に1交正する必要がある。

2.試料と方法

測定試料は、弥生時代の竪穴住居 2よ り出土した炭化材 1点である。測定は、試料を調製後、加速

器質量分析計を用いて行った。得られた
14c濃
度について同位体分別効果の補正を行った後、

14c年
代、

暦年代を算出した。測定にあたっては、米国のBeta Analytic lnc。 ,の協力を得た。測定試料と方法を

表 2に まとめた。

表 2 測定試料及び処理

試料名      地点 種類      前処理・調整     淑1定法
ヽ 1      竪穴住居 2     炭化材   酸一アルカリー酸洗浄   AMS

※AMS(Accelerator Mass Spectrometry)は 加速器質量分析法

3.結 果

年代測定結果を表 3に示す。

表 3 測定結果

試料名  測定h  HC年 代1) δBC2) 補正14c年代 3)
(Beta―)   (年 BP)     (%。 )      (年 BP)

暦年代 (西暦 )4)

No 1    249677   1880± 40   ‐25.4     1870± 40   交′点 :cal  AD 130
lσ :cal  AD 80～ 210
2σ :cal  AD 60～ 240

1)MC年代測定値

試料の
14c/2c比

から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。14cの半減期は、国

際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)デよ13c測定値
試料の測定

14c/2c比
を補正するための炭素安定同位体比 (博 C/12c)。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%。 )で表す。

3)補正HC年代値

δ
BC測
定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、

14c/2cの
波1定値に補正値を加えて算出した年
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代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃
度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦 )。

calは calibra」 onし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の
14cの
詳細な測定値、

およびサンゴのU‐Th年代と
14c年
代の比較により作成された1交正曲線を使用した。最新のデータベー

スでは約19,000年 BPま での換算が可能となっている。ただし、lo,ooO年BP以前のデータはまだ不完全

であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正
HC年
代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1″ (68%

確率)と 2σ (95%確率)は、補正14c年代値のIhii差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点が表記される場合や、複数のlσ・ 2σ値が表記される場合もある。

4.所見

得られた年代値を同位体分号U効果により補正し、さらに暦年代較正を行った結果、試料ヽ 1では

1870± 40年BP(同 じくAD 60～ 240年 )の年代値が得られた。

参考文献

。佐伯浩、原田浩 (1985)広 葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49‐ 100.

・島地謙、伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296

・山田昌久 (1993)日 本列島における本質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第 1号,植生史

研究会,p.242

・Paula」 Reilner et al.,(2004)IntCa104 Terrestrial radiocarbon age calibration,26… O ka BP.

Radiocarbon 46,1029‐ 1058.

・尾書大真 (2005)INTCAL98か らIntCa104へ .学術創成研究費 弥生農耕の起源と東アジアヽ 3-
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。中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入Fl.古今書院,p.1-36.
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遺構一覧表・遺物観察表

凡例

1 遺構一覧表
。「平面形」は検出面での形状を示した。「 ( )」 は、推定される力′状を示した。

・「断面形Jは壁面の形状を示した。
。「規模」の「一」は計測不能を示した。

・「時期」の「( )」 は推定される時期を示した。

2 遺物観察表
土器

。「色調 (外面)」 は『新版標準土色帖 (2002年度)』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人色彩研究所色票監修)を使用した。

・「状態」は、主要計測部位である日縁部を「口」、1同部を「胴」、底部を「底」、脚部を「脚」など

と表し、残存状況を分数あるいは小破片は「片Jと 示した。また、復元も含めて全体の残存状況

が高いものは、「完形」「ほぼ完形」と表した。

土製品

。「計測値」、「重量」の数値は、現状の最大値を示した。「色調 (外面)Jの識別基準は土器観察表

に準じる。「時期」の「 ( )」 は推定される時期を示した。

石器・石製品

。「計測値」、「重量」の数値は、現状の最大値を示した。「時期Jの「 ( )」 は推定される時期を示

した。

金属器

・「計測値J、 「重量」の数値は、現状の最大値を示した。
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遺構一覧表
竪穴住居

遺構名 平面形  長軸(cm) 短軸(cm) 床面積 (ぶ ) 集嚢  平面形
中央穴(cm)
長X短

深 さ 壁体溝 日寺期

竪穴住居 la (650) (34.19) 台形 62× 54 ○ 弥・後

竪穴住居 lb (485) (22.89) 不整円 75× 73 弥・後

竪穴住居 2a (480) (18.51) 不整楕円 119× 82 ○ 弥。後

竪穴住居 2b (700) (50.24) 不整楕円 119× 82 ○ 弥・後

竪穴住居 2c (700) (50.24) 不整榊 1 119× 82 Йl・後

勧1立 l・ li建物 1   1× 1   283・ 285  252・ 269  283～ 285 252～269  7.29   N-1° ―W  円～楕円  29～ 45  弥。後
掘立柱建物 2  2× l以 _L  164・ 181 345 (7.94) N-82・ ‐W FIl～構円  8～ 16  弥・後

土墳墓

遺構名 平面形 断面形 時期 備考長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm)

土城慕 1 椰|九方形 (103) 古墳以降

土堀

遺構名 平面形 時期 備考断面形 長軸(cm) 短軸(cm) 深 さ(cm)

土墳 l イ(11本衡111 椀十段 (102) 勤i・後

土峨2 イ(1盗 1青「ll 逆台1′ (103) 弥・後

Ji壌 3 弥・後

■1班4 不整 (105) 弥。後

土墳5 桁円 椀十段 (302) (HO) 弥・後

」i班6 不整楕円 弥・後

土峨7 イく整1■ Itl 弥。後

土峨8 弥・後

」iサ責9 椀十段 弥・後

Jl城 10 椀十段 弥・後

上峨ll 桁円 逆台形 +段 弥。後

土績12 不整格 F] 椀十段 弥・後

土城13 イく1冬オ青|■ l 逆台J形 十段 弥・後

IL娘 14 弥。後

土壌15 不整円 逆台形 弥・後

土城16 4く 1彗「tl 椀+段 (10m 弥。後

Jilllllt・ 17 不幣楕 |■ 段 弥・後

Jlり責18 不整楕「 l 椀十段 弥・後

上破19 桁円 椀 +段 弥・後

土班20 7(1'I行「ll 椀十段 弥・後

土城21 不整柿円 逆台形十段 (256) 弥・後

IL″貴22 不幣:惰円 段 古墳以降

土峨23 不整 007) 古墳以降

逆台J杉 古墳以降

IL城 25 不幣円 127 古墳以降

二LI貰 26 長楠}1 逆台形 古墳以降

古墳以降段 ?柿円

上披28 オ青lll 古墳以降

上壌29 不整桁F] 逆台形 古墳以降

二L現黄30 楕 円 (280) 古墳以降

土峨31 長桁lll 段 古墳以降

土峨33 長栴円

椀十段
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溝

遺構名 断面形 上端幅 (cm) 底面幅 (cm) 深さ (cm) 時期 備考

i議 I
j遊子ブレ 弥・後

i織 2 j重′)J移 弥・後

i離 3 椀 +段 弥・後

椀1非 4 古墳以降

占墳以降椀1織 5

椀溝 6 占墳以降

iル 7 ,並台形 古墳以降

柱穴

過構名 平面形 断面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深 さ (cm) 時期 備 考

村:穴 1 椀 弥・後

相i穴 2 不幣「 1 椀+段 弥・後

村:穴 3 1青 [ll 椀十段 弥・後

柱穴 4 方 弥・後

新旧遺構名称対照表

報告書遺構名 調査年度 副周踏[日寺No. 報告書遺構名 調査年度 冒周踏[日寺No.

幣穴住居 1 Jl峨 21 H20

竪穴僣i居 2

H20

H2()H20

H20H20

H20H20

H20

H20

H20H20

H201薄 1H20

H20

H20満 3

7‖ 4H20

溝 5

H20

H201雌 7

H20

IL:横22

掘立柱建物 1

Ji峨 25H20

上壌23

抑l立柱建物 2 Ji城 24

土渡墓 1

土墟 1 [Lり責26

i「_力黄2 土班27

土城 3 上班28

上城 4 土城29 H20

土城 5 土渡30

Jl城 6 土峨31

iL,黄 7 土城32

土城 8 上城33

土城 9

土畷 10 溝 2

illriH

iL城 12

土城 13

iL,責 14
1織 6

lL,責 15 H20

上墳16 柱穴 1 YP19
土壊17 柱穴2 H20

H20

YP23
IL塀:18 柱穴 3

土披19 H20

H20景1壌 20
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土器観察表

掲載

番号
遺構名 種別 器種 外面色調 残存状況

計測値 (cm)

口径   底径   器高
特徴・備考

竪穴住居 1 弥生上器 りl赤褐    
「
l～釘11/6

竪穴住居 1 弥生■器 内外面に赤色顔料

竪穴住居 1 弥イL上器 にぶい■褐   底～胴1/2以 ト 外面に赤色顔料

竪穴住居 l Йllli」 1器 褐光 口～肩 1/8

竪穴住F卜 1 弥lL土器 尭 明貴褐    口～1111/4

幣穴付i居 1 弥4L」 |:器 盤 りJ掲 「11/7以 ド

竪穴償i片11 弥生上器 賞褐 「11/5以 下

墜穴付i居 1 弥生 上器 に11/8以 l●

竪穴付1居 1 弥生上器 尭 明赤褐 内外面とも赤色顔料

竪穴住居 1 弥生上器 褐 口～

"11/10以

下

竪穴住拒11 弥ιL二 11器 褐 日 ～
「
11ノ 12

竪穴‖i牌11 弥
/11ill器 にぶい赤褐   ll～ lll 1/7以 ト

墜穴 11:111 」ふ生上器 盤 り!黄 褐 底～胴1/4以 ド 外面に黒斑

竪穴住居 1 〕ホ4L■器 にぶい貰褐   底 1/5

斐竪穴付i居 1 弥4111器 |りl黄褐 底 1/=1以 下 クト面iに黒nI

竪穴付1丼11 弥生上器 豊 にぶい貰褐   底 1′/8

墜穴住肝 1 ザカi二littL器 尭 褐灰

難穴付1居 1 弥

`L土
器 ■

竪穴住居 1 弥生上器 黄灰班 底 1ァ
′
6

竪穴付:嬌:1 弥生 11器 III・It にぶい贅褐   L11′ /15以 下 内外面とも赤色顔料

竪穴 (11几111 弥′Llll器 高杯 にぶい黄褐   杯1/5以 下

難穴住キ11 弥 41「ll器 高14t にぶい黄構   杯1/6

竪穴住居 I 弥

`L上

器 高材( 赤褐 杯3/4

竪大住居 l 弥生上器 明褐ittlI: lllJ 1/4 外面に赤色顔本1

竪穴 1卜居 1 弥生上器 高4・ rt 明褐色 脚1/`1 外面に赤色顔料

竪穴‖i‖:1 弥
`li土

器 高14t 明褐 脚lliほ ぼ完存 内夕:面 とも赤色顔料

竪穴住

"11

弥41i上器 器台 にぶい黄構   底1/12

竪穴住,■ 1 弥4i li器 り」褐 :J～ 1111/12以 下 外面iに黒斑

堅穴償i居 1 弥生上器 橙
「
|～底1./3 17.7

墜穴 IL鷹キl 弥生土器 製琳1土器 にぶい黄   脚ほぼ完存

竪穴住‖12 弥41土 器 明黄褐    1■ 1/11以 下

竪穴僣il:12 弥41■ 器 llllttt褐 釘1～ 1∫ 1/3 外 1面に赤色顔料

墜穴住几12 Jな

`LJュ

オI にぶい黄   底1/3

墜穴住居 2 弥1111器 にぶい貴褐   底 1/′4以 ド

曝穴住‖12 弥′liュ 11器 斑 灰黄褐
「
!1/12 外面に赤色顔料

墜穴付illi 2 弥生土器 班 にぶい黄褐   口1/10

竪穴付i居 2 弥411二 L器 拙 日1/10

竪穴付i居 2 」ホ′LILサ「 発 にぶい黄褐   日～肩1/10

竪穴住拒:2 弥生(11器 尭 にぶい黄褐色  に11/8 外面に煤付着

呼穴住I,:2 弥生」i器 蔓 黄褐色 口1/5以下

聾竪穴付i圧12 弥三Lll器 にぶい黄褐   111/8

怪穴 1卜居 2 弥生土器 整 にぶい黄褐   日～肩1/8

墜穴付i居 2 弥生Ill器

一-79-―

外面に黒斑

竪穴11居 2 弥生上器 魏 明赤褐 口1/8 12.8

J議 ,tiLサ 11卜 2 弥411土器 型 明褐色 「11/6

竪穴住居 2 弥4itL器 班 にぶい橙 lI11/8

橙露 日1/8



器種
研
既
碗
写

掲

番
外面色調 残存状況

計測値 (cm)

口径  底径  器高
特徴 。備考

過構名 種別

野チ:住卜12 勇:4111袷I に
'1い
責1場   「 l1/8尭

,レ穴イ1几
'12

労iイ1111‖ i 翌 に蒻1い貫褐 卜11/10以 下 (17.2)

lリク|(イ 11ル12 りii`L llイ ; 虻褐 ,「
j1/5

に』iい 黄|(た    1111/511ゲt(111112 り亀:イ 1111iall

におlい褐 ,民 3/4 クト面に黒nl
嘔ゲt住

":2

リカiイ Il llli「 豊

民1/3 外面に煤
l`た 11ル 12 弥イl口 :樹ト 麗

タトT面 |こ :黒激[
曜穴住静:2 晰|イ li!i絆「 尭 にメiい 赤掲   底 1′′2

i任 ′:(11卜 12 り1:生上器 班 りl赤掲 llt i/4 外面に黒班[

墜穴fli摯12 りなiイ li li孝 |; 甕 底3/4

:"穴 f卜な:2 動:411,Pル 高杯 樟 「
1～ 材11/16 217

日～I111/16 内外面とも赤色顔お|・
:γチヨII:2 14:イ li 1111:

準大イ[肝 2 リカi`il liヨ |; にぶいri褐    11～ 14N1/12 内面に赤色顔料

り1赤褐
「
卜 杯 1/16以下 内外面とも赤色顔オ|

堅穴I卜居 2 リカi`li li枠 :ト

堅費イI居 2 ヴ1111111盟 ; 灰貴褐    H1/10高杯

動i4J:器 高lft 日 ～IIt1/14 2().2 内外‖iと も赤色顔オIり穴frル 12

ti穴 住ル12 動irLi[需 l 高杯 日～杯 1/12以 F 内外面とも赤色顔本|

弥イIi liII 高IIi り1・lltib に卜 IIt1/4以下 内外面とも赤色顔料墜穴イト
"12

・Jl.高杯1え穴(L肝:2 弥生 Lll :1～杯 1/H以下 内面に赤色顔料

:贅チ((li'「 12 リカ:lli li驚 :: 高 lf・ 11～ 橘t1/8 1勺タト1面 とも赤色顔朴ト

勇:′

'上

器 りl赤掲 I:1～杯 1/12 内クトllllと も赤色蕩:夕 |嘱ゲく住ル;2

11穴イLll l 勇1イ [lll器 高lli りJ赤褐 「 lヽ lf:1/16 内タト1liと も7/1t色 i領オl‐

竪穴fLル12 弥生 L‖「 けjtttl島 脚 1/8 外面に赤色顔お「

11穴 住llli 2 動11111器 「llfl タト面iに 7/Jミ色ル1本 1

墜穴ft居 2 粥i′1lI11器 i:研イ1 明赤褐 脚 1/1() 外面iに 赤色顔料

堅穴fF帰:2 晰:4111器 高ll・ 明赤褐 lll11/4 ケト苗iに赤色顔ヤ|

堅穴fliF1 2 弥Jil11器 高材l 暗褐 脚 1/8 外面に赤色顔料

竪穴イ主F12 」ふ三11「 11器ト 高材t りl赤褐 ll111/12 12,3 クト面に赤色顔料

竪穴住摯12 弥生上器 高ll: り171t褐 脚 1/8 外苗iに赤色顔料

整穴住帰12 弥 41上器 高杯 りI赤褐 lHl1/6 外面に赤色顔お「

竪穴fL距12 弥
`L上

器 明貴褐 |コ ～汀111/15以下 外面1に赤色顔料・外面に煤付着

堅火IL居 2 弥生土器 鉢 り]黄褐 日～1同 1/8以 下 内外面とも赤色顔オ1

堅大‖,I12 リケJliliイ | 橙
「
1～ 1同 1/10

鴨メiflil苦 2 弥生土器 鉢 りl黄 褐    1同 1/7

嘔穴住賠 2 弥1111器 鉢 口 ～ 1l11ノ 8

堅穴{卜肝2 弥7L二11器 有孔鉢 暗灰黄    月‖～底1/4

幣大‖i居 2 弥生」i器   台付直口壷 明黄褐 胴下方～lljJ柱 1/3

竪穴住居2 弥J二土器 台付壷 明赤褐 llFllほぼ完存

竪プ(イtllI1 2 弥生土器  ミニチュア上器  にぶい黄橙 底完存 外面に黒斑

竪穴住居 2 弥FL上器  ミニチュアiL器 灰 底ほぼ完存

掘立柱建物 1 弥生上器 高杯 にぶい黄褐   脚1/8 外面に1■斑、内面に赤色顔料

土城 5 弥生土器 甕 明赤褐 l11/6 外面に赤色顔料

Jl壌 8 勇1`L土器 橙 口1/12以下

遺構に伴わない遺物  弥生■器 |コ 1/8以
~ド

内面に赤色顔ポト

遣構に伴わない避物  弥4i■器 細顕壼 明赤褐 胴1/4以下

遺構に伴わない遺物  弥生土器

―-80-―

内外面に赤色顔料

選構に伴わない遺物  弥生土器 尭 ‖き灰横 口 1/7

甕 にぶい橙    口1/6以下



種別
載

号

掲

番
選構名 器種 夕1面色調 残存状況

計測値 (cm)

日径   底径   器高
特徴 。備考

遺構に伴わない遣物  弥生 t器 斐 「11/7

遺構に伴わない遺物  弥 4に上器 発 暗灰賞 底1/6

過構に伴わない遺物  弥生土器 饗 歯灰 底4/5

,世構に伴わない遺物  弥生t器 高杯 にぶい褐
「
11/14 外面に赤色顔料

,世構に伴わない1量物  弥生:L器 高14: 口～杯1/8以 下

遺構に伴わない選物  弥1111器 明赤褐
「
11/8 内外面1に赤色顔十1

避構に伴わない選物  弥生 t器 高14t にぶい貨褐   杯～脚柱 1/5

遺構に伴わない1世物  弥生t器 高14: 脚1/8以下 外面に赤色顔料

遺|‖に伴わない,豊物  弥生土器 高Irt 脚 1/5 外 lfliに赤色顔料

遣構に伴わない避物  Jな lLIL器 器台 にぶい貴褐   lFl 1/4 外面に赤色顔料

選構に伴わない泄物  弥生上器 にぶい赤褐   脚1/8以下

遺構に伴わない遺物  弥
`L「

L器

遺構に伴わない遺物  弥生上器 橙 日ヽ頸 1/7 内外面に赤色顔!料

i螢構に伴わない遣物  」ホ生■器 にぶい責褐   
「
!1/7 内面に赤色顔料

遺構に伴わない遺物  Йi生上器 明黄褐

遺構に伴わない遺物  弥41土 器 仲霊 にぶい構
「
卜 ll i完 存 外面に赤色顔夕|

遣構に伴わない遣物  弥生 11器 にぶい貰構   底1/5以下 114

贅 明771t褐
「
11/8 内クト面に赤色顔準|・

i豊構に伴わない選物  弥41上 器 褐灰斐 |::11/8 内外面に赤色風料

遺 1性に伴わない避物  弥生土器 班 灰黄褐 |コ 1/7 内外面Fに赤色顔料

迪構に伴わない選物  弥生上器 班 にぶい黄褐   口～肩 1/4 外面に赤色顔料

j世構に伴わない選物  弥生上器 にぶい貴褐   口～胴1/4

選構に伴わないi世物  弥Ji土器 甕 にぶい黄褐   
「
1～

'li 1/8

選構に伴わない

'Ш

物  弥41lL器 甕 構 口1/8 内外面に赤色顔料

遺構に伴わない遣物  弥
`Lll器

賜 にぶい黄褐   口～肩1/6

遺構に伴わない遺物  弥生」i器 整 にぶい黄褐   口1/6

遺 |‖に倒1わ ない選1勿   弥」i土‖; 盤 黄褐 II1 1/6

遺構に伴わない過物  弥生土器 鮒 明赤褐 L[11/5 外面に赤色顔夕|

遺構に伴わない遺物  勇i生土器 灘 り1赤褐 |コ 1/8 外面に赤色淑:料

選構に伴わない造物  弥生土器 明褐 「1～胴 1′ /4

遺構に伴わない辻物  弥Jlll器 : にぶい黄褐   El～肩1/4

選構に伴わない遺物  弥生Jl器 にぶい貰栓   に11/4

遣構に伴わないi世物  弥4L上器 褐距 日～肩1/6

遺構に伴わない遺物  りふ生上器 橙尭 ||:11/5 12.6

遺構に伴わない遺物  弥4L上器 班 オリープ褐   に1～肩1/4以 下

遣構に伴わない1壼物  弥4L土器 壼 にぶい褐   口1/10

遺構に伴わない遺物  弥生上器 明褐発 ll i～胴1/5 外面に赤色顔料・黒班

遺構に伴わない避物  弥41■器 翌 にぶい責 底1/4 クト面に黒激E

選構に伴わない遺物  弥生上器 褐 灰蠅 底1/4 外面に赤色顔挙|・ 黒斑

i豊構に伴わないi世物  弥生土器 盤 暗灰黄 底ほぼ完存 タトlFliにヨ1政E

遺構に伴わない避物  弥41土器 盤 オリープ黒   底1/4 外面に黒斑

遺構に伴わない避物  晰t生土器

-81-

外面に黒斑遣‖lilこ伴わない避物  弥生lL器 艶 明貰褐 底1/4

遺構に伴わない避物  弥生上器 聖 にぶい黄橙   底1/4

選構に伴わない迎物  弥生iL器 駆 暗灰黄    底1/5

遺構に伴わない避物  弥生Jl器 難 にぶい貴褐   底完存

難 にぶい黄褐   底 1/4



飾
嘱
“写

揚

番
lFllal名 11男リ 器種 夕1面色調 残存状況

計測値 (cm)

口径   底径
特徴 。備考

権免 底 14〕以 F
外面に赤色顔料

遺揺 ti{l ilな =.胤
1″ ザ1141i lll詳

折:14 il‖ : 灰黄掲・り|・/1i掲

張iイlilli器 尭 底1/3
クトll11に 1黒離F

外i面に黒斑
雄構に11わ ない11物 りiiイ 1111:1; 発 に″;:い冊 底1/3

動:′L■ 絆F 豊
外面に黒斑

リカiイli li‖ } 魔1/2

外面に黒斑
,豊 :脇 lirl:オ ,4:t`1豊 1り 労|イ 111イ:

に力1い 黄褐   
「
l～ 杯1/8 内面に赤色顔料リカ:イL III

内外面1に赤色顔||
」力|イ li li‖「

隆|ルに伴わない場物 リカ1111■ 器: 一尚 りl赤掲 ll～ 1411/7 222 内外i面 に赤色顔料

明功l掲 H～杯 1/8以「
内外面に赤色顔料

攪|ル にrトオンなL`ftrl澪 ″ 動:■ ■サル

1臓 1爆 l[||:1つなt'1豊 4111 り
`i生

l淵 | 高杯 ll～ lf・ 1/8以 ド 内外面に赤色顔料

造|ル にイ半オつなし'1壼嗜″  ヴホ′1■ 11器 高iィ1 りl褐 内面に赤色顔夕|

高杯 明赤褐 |:1～ 1イ 11/4 内外 lFllに赤色顔料

遺|み に十トオ,なしう童|力   勇:`1111躍 ; irilィ
t 杯～脚柱― 内 lFliに赤色顔本ト

「 :材
( 何t～ lltl柱 1/4 内籠1赤色麒拳ト

遺構に{|わ ない遺物  晰i411L器 1晰 lfi lf・
～lllll柱 1/4以 下 内外 llllに赤色顔ド[

遺構に4'Fわ ない遺物  ザふノll上‖| LJ～ lllll柱 1/4 クト面に赤色顔|お |

遺構に11わ ない,壼物  弥41上 器 高|イ : IIt～ lllll本 l:3/4 内外面に赤色顔料

遺構に|卜わない,壼物  弥■上器 高 lfi にぶい■構   llH14L1/4 外面に赤色淑1料

ittlf: り1赤褐 脚柱ほぼ先存 外面に赤色顔料

選構にイrわ ない選物  弥4111器 高材: り1赤褐 脚柱～脚ほぼ先存 内外 i輌 1に 赤色顔ポ[

泄構 lil半 オ,な .ヽ1盪 1勿  リキ1lLIL器 } i“ II: りl赤褐 底1/6以「 外面に赤色顔料、内面に,11政I

jttlFIにや卜わない遣物  弥生 11器 i喘材: 脚 1/8 外面iに赤色顔料

遺構に

'｀

卜わないう量l・7J 弥1111器: 高 IIt 明赤褐 外籠1に赤色顔本「

j豊構に1.卜わない遺 1勿  弥生土‖i 赤高IIt 脚1/5 外面に赤色顔料

j豊
1簿 に|トオ)な い1量寄り  」ふ111卜器 高 lfi 脚1/6 外面に赤色顔料

i量構に伴わない遺物  勇111上器 鉢 明褐 「 l～ 1」 1/4 内面に赤色顔料

i壼 1樽 t=↑トオつない1豊 4勿   動14111格I 鉢 赤・褐灰   
「
1～」「11/7以 下

11構 にイ|わ ない,壁47J  弥生■器 にぶい黄構  
「
卜 1‖ 1/12 内外面に赤色顔料

遺構に伴わないi量物  須忠器 杯蓋

遺構に伴わない遺物  須恵器 |イ
(身 底1/4 底部ヘラ切り

灰黄Ir.身 j氏 5/6 底部ヘラ切 り

選構に伴わないi菫物  須恵器 14:身 底1/2 底剖∫ヘラ切 り

政構に|卜わないj数物  須恵器 杯身もしくは杭
「
11/20

厳構に||わ ない遣物  須忠器 小皿 灰黄
「
|～底 1′/4

175 遭構に伴わない1理物  瓦質11器 椀 H音灰黄 I■ 1/16

遺構に伴わない)激物  亀山焼 難

金属製品観察表

掲載

番号
遺構名 器種 材質

計測値 (mm)

最大長   最大幅
重量 (8) 残存状況

最大厚

1ヽ2 野穴住摯12 52.0

―…82-一

704 刃部のみ

備考

幣■住居2 鉄 刃部のみ

鈍



石器・石製品観察表

掲載

番号
遺構名 重量 (3) 残存状況器種

計測値 (mm)

最大長   最大幅   最大厚

竪穴|卜曜II 石 lL サヌカイト

竪穴付1居 1 石斧 231)00 滉E糸文畢:    |ユ |ま続り杉

幣穴住居 1 144知    流紋岩

竪穴償i居 1 流紋岩 完形

流紋岩 先形

勝穴住居 1 流紋岩 先形

堅穴住居 l 流紋岩 完形

竪穴‖i‖二11 完形

堅穴住雇ll 台石 212.(〕 6800,0   流紋岩 完形

台 ri 5600.0   流紋岩 完形

竪穴〔L居 1 台石 19400.0   ,バ t紋岩

竪穴付i居 2 完形石鏃 サヌカイト

竪穴イ11居 2 石鏃 16.0 サヌカイト 完形

堅穴住摯12 石酬i サヌカイ ト  ほぼ完形

S15 墜穴住騰 2 石斧 13050 lュ |ョrザLり「多

竪穴住厘:2 477.00   流紋岩

竪穴付:「Lli・ 2 llltri 流紋岩

経穴住112 低 ri 4440〔) 泥岩 薄い凝灰石と互層

竪穴住112

竪穴住居 2 敲石 流紋岩

|‖立柱建物 1 lllt■ i 流紋岩質凝灰岩

i量構に伴わない週物 石鏃 サヌカイト 完形

遺構に伴わない遺物  石包丁 粘板岩   ほぼ完形

i螢 1性に伴わない避物 11950    安山岩 完形

避llYlに伴わない辿物  石製品1 32.50  粁illt岩 (千枚岩 ) 完形

遺構に伴わない遺物 石jlrr 流紋岩 山砂利用産の円礫

遺構に伴わない選物 石錘 56.5 山砂利層産の円礫

遺構に伴わない遺物 花間を 新鮮な1可礫、河原石

選|‖に伴わない選物 86.50 泥岩

j世構に伴わない遣物 砥石 砂岩

遣構に伴わないi壼物 FJt石

土製品観察表

載

号

掲

番 遺構名 種類

計測値 (mm)

最大長   最大幅   最大厚
重量 (g) 残存状況 備考

竪穴住居 】 にぶい黄褐色 (10YR6/3)

竪穴住居 2 勾玉 褐灰色 (10YR4/1)   ほぼ完形

にぶい貴褐色 (10YR5/4)

一-83-一



図版 1

天文台から備讃瀬戸を望む
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2 弥生時代の遺構全景 (上が北)



図版 2
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竪穴住居 lb
中央穴

遺物出土状況

(西から)

竪穴住居 lb
中央穴 完掘状況

(南から)

竪穴住居 lb
排水溝 断面
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図版 5

竪穴住居 lb
土器出土状況

(西から)
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図版 6

竪穴住居 2
土層断面

(西から)

竪穴住居 2boc
壁体溝 断面 1
(西から)

竪穴住居 2boc
壁体溝 断面 2

(西から)

」L



竪穴住居 2

中央穴 断面
(南から)

竪穴住居 2

中央穴

(南から)

竪穴住居 2

P12 断面
(南東から)
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竪穴住居 2
P15

(1ヒから)

掘立柱建物 1

(1ヒから)

掘立柱建物 1

P2

(ゴヒ]束から)



図版 9

掘立柱建物2

(Jヒから)

土塘 7

(南西から)

土墳 8

(南東から)
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図版 10
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土墳11

(南から)

土墳12

(西から)

土墳14

(西から)
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図版 11
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(南から)
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溝 1

(南西から)

垂
曇
一４一
圭バ



図版 12
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1 溝 3
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包含層

土器 (108)出土状況

(北から)

包含層

土器 (160)出土状況
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図版 13

古墳時代以降の

遺構 全景
(北西から)

土墳墓 1

検出状況

(南西から)

3 土墳23
(南から)
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図版 14
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1 竪穴住居 1 出土遺物

2 竪穴住居 2出土遺物
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主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竹林寺天文台

遺 跡
集落 弥生時代

古墳時代

以降

竪穴住居 5軒、

掘立柱建物 2

棟、土墳21基、

溝 3条、

土墳墓 1基、

土壌12基、溝

4条

土器 (弥生土器、須恵器、亀山焼 )

石器 (石鏃、石錐、石斧、石錘、

敲石、台石、石製品)

土製品 (土製勾玉、土玉、土錘 )

金属器 (鈍 )

標高約 340mに

位置する弥生時

代後期の高地性

集落

要約

調査地は浅国市と小田郡矢掛町との境にあたる標高約340mの 山頂に位置する。弥

生時代後期には竪穴住居 5軒、掘立柱建物 2棟など、山頂部に集落が形成されてお

り、土器や石器が多数出土した。標高約340mに位置する高地性集落の存在が明ら

かとなった。また、古墳時代以降の遺構や遺物も出土している。
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